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1 概説 
1.1 本標準の適用範囲 

本標準は、JT-Q3401[1]に規定される NNI 及び JT-Q3402[2]に規定される UNI において、SIP[3]/SDP[5]を用

いたセッション制御を通じて行うメディアのネゴシエーション[4]に関して、網及び端末の動作について規定

するものである。 

 

1.2 本標準の目的と規定 

本標準では、UNI を介して NGN に接続する SIP 端末、及び NNI を介して相互に接続する NGN を対象に

して、 

 

− メディアの接続条件に関わる規定の解釈を一意とすることで、実装可能な標準とする。 

 

ことを目的に以下の規定を行う。 

 

− 呼制御信号条件として、JT-Q3401 及び JT-Q3402 に共通するメディアのネゴシエーションに関わる

規定の詳細化 

− 多種多様なトランスポートプロトコルやコーデック、インチャネルを利用した通信を行う際のネゴ

シエーションに関する動作 

 

1.3 本標準の内容 

本標準の構成は、以下の通りである。 

 

本文：本標準の本文では、主として以下の事項について記載を行う。 

・NNI および UNI に適用可能なネゴシエーションの条件 

・ネゴシエーション手順における各 SDP 行の詳細設定条件 

付属資料 a： NGN に接続するオーディオビジュアル通信システム端末の動作 

付録 ⅰ： ネゴシエーションに関わるオプション項目の一覧 

付録 ⅱ： ネゴシエーションのシーケンスと SDP の設定例 

 

2 用語 

本標準に関する用語に関しては、JT-Q3401 及び JT-Q3402 に準拠する。 
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3 ネゴシエーションとメディアプロファイル 
NGN[1][2]により、固定網の IMS では従来の音声だけでなく、テレプレゼンスに代表される映像通信や、

帯域確保型のデータ通信が行われるようになった。また Voice over LTE（VoLTE）等を契機として、移動体網

でも IMS の利用が広がりつつあるなど、多種多様な端末が IMS に準拠する公衆網に接続される時代が到来

しようとしている。 

SIP は"Voice" over IP（VoIP）を中心として発展してきたため、音声端末どうしであれば任意の端末間でも

ある程度の接続性を確保できている一方で、それ以外の端末、例えば映像端末の場合は、同一製品間の接続

性しか確保されていないことが一般的であった。しかし、NGN などキャリアが運用する IMS ベースの公衆

網においては、異なる製品間での接続性確保が強く求められる。 

このため本標準では、IMS に準拠する任意の端末や網が適切なメディアを選択し通信を行えることを目的

として、メディアのネゴシエーション手順と、共通のメディアプロファイルを規定する。 

 

3.1 ネゴシエーションの考え方 

任意の 2 端末間で通信を行う場合、同一の能力を有する端末（同一製品の場合等）どうしであれば当該端

末が有する最高の能力・最高の品質で通信できることが望ましく、また当該端末が同一の能力を有しない場

合（異なる製品の場合等）であっても一定の能力・一定の品質で接続できることが望ましい。 

この要求条件を満たすネゴシエーション手順を実現するために、本標準では、オファー側端末（またはオ

ファー側網）の手順（3.1.1節）と、アンサー側端末（またはアンサー側網）の手順（3.1.2節）を定めるとと

もに、メディアに関して端末や網がサポートする共通のプロファイルを端末のカテゴリ毎に規定する（3.2.1

節とその従属節、および付属資料 a）。 

オファー側は INVITE リクエストや UPDATE リクエストによってプロファイルを SDP に記載しオファー

する。一方、アンサー側は、オファーを受け入れる場合は 200 OK 等の成功応答をもってオファー側に通知

し、プロファイルの不一致を理由にオファーを受け入れない場合は 488 Not Acceptable Here のエラー応答を

もってオファー側に通知する。オファー側は、プロファイルの不一致を理由にオファーが受け入れられなか

った（488 応答を受信した）場合、異なるプロファイルで再度接続を試みる場合は SDP を変更して再発呼す

る（以下「フォールバック」と呼ぶ）。フォールバックを適切に行うことによって、複数のプロファイルを

持つ端末間でメディアのネゴシエーションを行うことができる。 

 

3.1.1 オファー側 

オファーは、オファー側がサポートするプロファイルから、オファー側が利用したい順、一般的には必要

とされる能力が高く、高い品質の通信が実現できユーザエクスペリエンスが優れている順で行う。すなわち、

端末固有のプロファイル（端末固有の発展的な機能を使用している）が先、共通プロファイル（一般的な機

能を使用しており異なる製品間での接続が可能）が後となるよう、また端末固有プロファイルや共通プロフ

ァイルそれぞれについて、高い能力・高い品質のものが先、低い能力・低い品質のものが後、となるようオ

ファーする（図 3-1）。なぜなら、一度アンサーが返されれば、オファー側は、（再度ネゴシエーションを行

わない限りは）当該オファー／アンサーに基づいて通信を開始しなければならず、また網も当該オファー／

アンサーに基づいて課金を開始するであろうためである。 

共通プロファイルに先んじて、端末固有の発展的な機能（高品質な映像や音声、映像端末における遠隔カ

メラ制御[22][23][24]などの付加機能）を使用する端末固有のプロファイルをオファーすることによって、同

一の能力を有する端末（同一製品の場合等）どうしでは固有の機能を利用できるため、端末の多様性・発展

性を担保することができる。 

また端末固有プロファイルの後に共通プロファイルでのオファーを行うことで、本標準に準拠する端末や

網どうしであれば相互接続性を担保することができる。 
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なお、アンサー側が本標準に準拠しているとは限らないため、オファー側は本標準の規定から期待される

アンサー以外をアンサー側から受信する場合に備える必要があり、受信した場合は RFC 等の規定に基づい

て動作することが求められる。ただし、アンサーが本標準の規定から期待されるものでなかった場合は、オ

ファー側はアンサーを受信した直後に SIP セッションの切断を開始（BYE リクエスト送信等）してもよい。 

 

 

3.1.2 アンサー側 

アンサー側端末は、受信したオファーに記載されているプロファイルが自端末が対応するプロファイルの

いずれかと完全に合致する場合に限り、成功応答を返す。合致しない場合や部分的に合致する場合はエラー

応答を返すが、この際に可能であれば合致しない点に関する詳細情報をヒント情報としてエラー応答に付与

する（4.2.2節）。 

 

 

 

ネゴシエーション開始 

端末固有のプロファイル 

発展的な機能を 
利用する端末固有プロファイルで 

オファー 

共通プロファイル（高い能力）で 
オファー送信 

共通プロファイル（低い能力）で 
オファー送信 

共通プロファイル エラー応答を受信 

発展的な機能を利用する 
端末固有プロファイルで通信 

成功応答を受信 

共通プロファイル（高い能力）で 
通信 

成功応答を受信 

エラー応答を受信 

共通プロファイル（低い能力）で 
通信 

成功応答を受信 

エラー応答を受信 

接続不可（ネゴシエーション失敗） 

オファー受信 

自端末のプロファイルの 
いずれかと完全に合致するか？ 

合致しない・部分的に合致 

オファー内容に対応する 
アンサーで成功応答 

完全に合致する 

エラー応答（488 Not Acceptable Here）を送信 
（合致しない詳細条件をヒント情報として付与） 

図 3-2／JJ-90.26 プロファイル選択の流れ（着側） 

図 3-1／JJ-90.26 プロファイル選択の流れ（オファー側） 
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アンサー側の動作で重要な点は、受信したオファーが自端末のプロファイルのいずれかと「完全に合致す

る場合」のみにアンサーを返すことである。RFC3264[4]には部分的な合致であっても応答を返す手順が記載

されているが、このような動作は任意の端末間におけるメディアのネゴシエーションにおいては有害な副作

用をもたらすため行ってはならない。 

例えば、映像の m=行と音声の m=行が記載されたオファーに対して、映像の m=行の port を 0 にして音声

の m=行だけを有効にしたアンサーを返すことは RFC3264 では許容されているが、オファー側端末のユーザ

はテレビ電話での接続を意図して発信しているのであるから、映像と音声をともに利用するアンサー以外を

返すことはサービス的な観点において必ずしも適切とはいえない。特にアンサー側が同一の URI に対する着

信で複数の端末が鳴動する状態にしている場合（HGW 配下にテレビ電話端末と音声のみの電話端末を接続

し、HGW でフォーキングするような設定にしている場合）は、アンサー側ではテレビ電話のみが鳴動して

アンサー側端末のユーザがテレビ電話での着信であることを認識し、アンサー側端末のユーザがテレビ電話

として電話を受けることが適切と考えられるからである。 

 

3.2 メディアプロファイルの考え方 

本節及び従属節では、共通プロファイルと端末固有プロファイルに関してより具体的に示すとともに、プ

ロファイル間のオファーの優先度について規定する。 

 

3.2.1 共通プロファイル 

本標準は IMS 上でのメディアのネゴシエーション全般を規定しており、RTP[8]に限らず TCP[6]を利用す

る通信も対象としているが、IMS が有する「マルチメディア」能力の代表的な用途であるテレビ電話等の映

像端末に関するプロファイルと、音声のみを通信に用いるプロファイルに関しては共通プロファイルについ

ても規定する。 

 

3.2.1.1 NGN 映像共通プロファイル 

本節では、テレビ電話等の映像と音声を利用する通信の共通プロファイル（以下「NGN 映像共通プロフ

ァイル」）を規定する。 

既存の SIP 映像端末はコーデックの種別・帯域・フレームレートなどに関して多数の差異があるが、本標

準はこれらに関するオプションを用意してバリエーションを増やし選択可能とするのではなく、以下の理由

により目的毎に唯一のプロファイルを規定する。 

 

• 一般的にオプションが増加すると相互接続性は低下するため、共通プロファイルを制定する意義そのも

のが失われる。また、全てのオプションに関するオファー／アンサーを考慮して実装することが求めら

れることから、端末の開発コストや異機種間の相互接続の検証コストの増大が懸念される。 

• 3.1節及びその従属節で述べたようにプロファイル毎に SDP のオファーを行うことになるため、プロフ

ァイルが増加すると接続遅延（ネゴシエーション完了までに要する時間）や網への負荷が増大する。 

 

このため、共通プロファイルの種類を最低限に絞り込み、ネゴシエーション完了までのオファー回数を削

減することが極めて重要となる。NGN 映像共通プロファイルでは、映像端末を最も特徴付けるものである

映像のピクセル数のカテゴリに応じてプロファイルを規定する（表 3-1）。各プロファイルの詳細条件は付属

資料 aに示す。なお、NGN 映像共通プロファイル内では、Common-HD、Common-SD、Common-Mini の順

に高い能力として扱う（優先してオファーする）。 
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表 3-1／JJ-90.26 本標準で定義する NGN 映像共通プロファイル 
名称 特徴 概要 

Common-HD HD 映像 HD 画質（1 画面）でテレビ電話ができる能力を定義する。
音声は HD 品質（21KHz）とする。 

Common-SD SD 映像 SD 画質（1 画面）でテレビ電話ができる能力を定義する。 
音声は通常品質（3.1KHz）とする。 

Common-Mini 
QCIF 映像 低ビットレートでテレビ電話ができる能力を定義する。モ

バイル用途を想定する。 
音声は通常品質（3.1KHz）とする。 

 

3.2.1.2 NGN 音声共通プロファイル 

本節では、音声のみを用いる通信の共通プロファイル（以下「NGN 音声共通プロファイル」）を規定する。 

NGN 音声共通プロファイルは、JT-Q3401 の 8.1 節と JT-Q3402 の 8.1 節に規定されるコーデックリストか

ら、特定のコーデック及びオプションを選択することで規定する。 

日本国内で JT-Q3401 及び JT-Q3402 が適用される通信に関しては、JT-Q3401 の付属資料 a と JT-Q3402 の

付属資料 a の規定から、NGN 音声共通プロファイルを規定する（表 3-2）。プロファイルの詳細条件は付属

資料 aに示す。なお、NGN 音声共通プロファイルよりも、NGN 映像共通プロファイルを高い能力として扱

う（優先してオファーする）。 

 
表 3-2／JJ-90.26 本標準で定義する NGN 音声共通プロファイル 

名称 特徴 概要 
Audio-STD 通常品質音声 主に固定網向けの通常品質（3.1KHz）音声 

 

AMR[16]や AMR-WB[15][16]等を利用する共通プロファイルに関しては、今後の検討課題（FFS）である。 

 

3.2.2 端末固有のプロファイル 

NGN 映像共通プロファイル以外のプロファイルを用いた通信が必要な場合は、3.1節で述べた「端末固有

のプロファイル」として各端末毎に実装されなければならない。 

なお、「端末固有のプロファイル」を実装し「端末固有のプロファイルを使用する場合」であっても、相

互接続性確保の観点から SDP のオファー／アンサー手順やメディアの送受信に関して、本標準（付属資料 a

を含む）の規定に従わなければならない。 

 

端末固有のプロファイルは、3.1節及びその従属節に示したように、一般的に共通プロファイルよりも高い

能力として扱う（優先してオファーする）。 

共通プロファイルよりも低い能力（共通プロファイルとコーデックは同等であるがフレームレートが低い、

帯域が小さい等）の端末固有プロファイルを設定することは推奨されない。共通プロファイルは各プロファ

イルの特徴（「HD 映像」等）を実現する範囲内で、広く端末への実装が可能であるよう比較的低い要求条件

に設定していることから、より低い能力の端末固有プロファイルを作り接続性低下のリスクを冒すべきでは

ないためである。 

ただし、網の課金条件等に対応する（帯域により課金レートが異なる等）ために、共通プロファイルより

も低い能力の端末固有プロファイルを作成することは許容される。例えば、帯域が 2Mbps と 6Mbps で課金

レートが異なる場合に、共通プロファイル Common-HD の帯域を 2Mbps に変更した端末固有プロファイルを

作成する等の場合が挙げられる。なお、端末固有プロファイルが共通プロファイルよりも低い能力での通信

であっても、端末固有プロファイルは共通プロファイルよりも優先して使用したい（前述の例であれば、低

い課金レートで通信したいために端末固有プロファイルを用意した）のであるから、端末固有のプロファイ

ルは共通プロファイルよりも優先してオファーする。 
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3.2.3 プロファイルと優先度 

本節及び従属節では、プロファイルの作成（分け方）と、プロファイル間の優先度に関して示す。 

 

3.2.3.1 ネットワーク層プロトコルとプロファイル 

複数のネットワーク層プロトコルに対応する場合は、ネットワーク層プロトコル毎に異なるプロファイル

として扱う。IPv6 と IPv4 の双方に対応する場合は、新しい IP バージョンである IPv6 を用いるプロファイル

を高い能力として扱う（優先してオファーする）。 

例えば、共通プロファイル Audio-STD とコーデック等の条件は同等であるが IPv6 での通信もサポートす

る場合は、Audio-STD のネットワーク層プロトコルを IPv6 に変更した端末固有プロファイルを用意し、

Audio-STD の IPv4 とあわせて 2 つのプロファイルがあるものとして扱い、端末固有プロファイルのほうをよ

り高い能力として扱う（優先してオファーする）。 

ただし、IPv6 と IPv4 の双方でプロファイルを用意することはプロファイル数の増加に繋がるため、必要

最小限に留めるべきである。例えば、コーデック等の条件が同一であるにも関わらずネットワーク層プロト

コルが IPv6 と IPv4 で異なる 2 つの端末固有プロファイルを用意したり（端末固有プロファイルなのである

から、いずれか 1 つのプロファイルに絞ることができるはずである）、共通プロファイル Common-HD のネ

ットワーク層プロトコルを IPv4 に変更した端末固有プロファイルを用意するといったことは、プロファイ

ル数の安易な増大を招くため推奨されない。 

 

3.2.3.2 トランスポート層プロトコルとプロファイル 

複数のトランスポート層プロトコルに対応する場合は、トランスポート層プロトコル毎に異なるプロファ

イルとして扱い、より高機能なトランスポート層プロトコルを高い能力として扱う（優先してオファーする）。 

例えば、同一コーデックで RTP/AVPF[10][11]と RTP/AVP[8]の双方に対応する場合は、RTP/AVPF を高い能

力として扱う（優先してオファーする）。 

ただし、トランスポート層プロトコル毎にプロファイルを用意することはプロファイル数の増加に繋がる

ため、必要最小限に留めるべきである。例えば、コーデック等の条件が同一であるにも関わらずトランスポ

ート層プロトコルが RTP/AVPF と RTP/AVP で異なる 2 つの端末固有プロファイルを用意したり（端末固有

プロファイルなのであるから、いずれか 1 つのプロファイルに絞ることができるはずである）、RTP/AVP を

使用する共通プロファイル Common-SD に対して、RTP/AVPF を使用するよう変更した端末固有プロファイ

ルを用意するなど、プロファイル数を安易に増大させることは避けるべきである。 

 

3.2.3.3 コーデックとプロファイル 

複数のコーデックに対応する場合は、コーデック毎に異なるプロファイルとして扱い、より高機能・高品

質なコーデックを高い能力として扱う（優先してオファーする）。 

例えば、映像コーデックにおいて H.264[17][18]は MPEG4[19][20][21]よりも高い能力として扱う（優先し

てオファーする）。音声コーデックにおいては、帯域幅がより広いMPEG4 AAC-LC[21]はG.722[9][14]よりも、

G.722 は G.711[12]よりも、それぞれ高い能力として扱う（優先してオファーする）。 

 

3.2.3.4 帯域とプロファイル 

同一のコーデックで複数の帯域での通信に対応する場合は、帯域毎に異なるプロファイルとして扱い、よ

り広帯域なものを高い能力として扱う（優先してオファーする）。 

 

3.2.3.5 コーデックの詳細パラメータとプロファイル 

同一のコーデックで、同一の帯域、同一のトランスポート層プロトコルである場合に、コーデックの詳細
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パラメータに対応する場合は、詳細パラメータ毎に異なるプロファイルとして扱い、より高機能・高品質な

パラメータを高い能力として扱う（優先してオファーする）。 

例えば、映像ならば HD 解像度は SD 解像度よりも、音声ならばステレオ（2ch）はモノラル（1ch）より

も、映像の 60fps は映像の 30fps よりも高い能力として扱う（優先してオファーする）。 

ただし、コーデックの詳細パラメータ毎にプロファイルを用意することはプロファイル数の増加に繋がる

ため、必要最小限に留めるべきである。例えば、共通プロファイル Common-SD に対して、フレームレート

を 60fps に上げたり、あるいは 15fps 等に落とした端末固有プロファイルを用意するなど、プロファイル数

を安易に増大させることは避けるべきである。 

 

 － 13 － ＪＪ－９０．２６ 



4 ネゴシエーション手順 
 

4.1 オファー側の条件 

本節では、3.1.1節に示したオファーの設定条件の詳細について補足する。 

 

4.1.1 オファーの設定条件 

オファーの設定条件について、以下の条件とする。 

• 一つの m=行に通信を望むコーデックを複数設定する場合は、オファーに設定可能なコーデックを

優先順位に基づいて設定する。 

• 同一の m=行内に複数のコーデックを設定する場合は、共有するパラメータの設定値が同じコーデ

ックのみ設定する。（共有するパラメータについては5章を参照） 

• 複数の m=行を設定する場合においてメディア種別に audio が含まれる場合は、audio を先に設定す

る。 

• G.711μ-law において a=ptime 行に 20ms を設定する。 

• 音声のみの通信に対応する端末は、PSTN と接続する場合等を考慮し共通プロファイル Audio-STD

（G.711μ-law）に対応する。 

 

4.1.2 複数プロファイル同時オファーとその制限 

RFC3264[4]に記載されるオファー／アンサー手順では、複数のコーデックを同一の m=行に対して記載す

ることなどができるため、複数のプロファイルを同時にオファーできる可能性がある。しかし、SDP の仕様

のうち明確でない規定に関しては、オファー側とアンサー側で解釈が異なる可能性があるため、本標準に準

拠する端末や網は利用してはならない。本節及び従属節では、複数プロファイル同時オファーに関して明確

化する。 

 

4.1.2.1 異なる帯域（b=行） 

SDP の b=行は、当該 m=行に記載される全てのコーデックに対して適用されるため、b=行による帯域指定

が必要かつ異なる帯域を要求する複数のコーデックを同一の m=行に指定することはできない。 

例えば、映像コーデックとして H.264 の 4Mbps を利用するプロファイルと、H.264 の 2Mbps を利用するプ

ロファイルは、b=行が異なるため同時にオファーすることはできない。しかし、映像コーデックとして H.264

の 4Mbps を利用するプロファイルと、MPEG-4 の 4Mbps を利用するプロファイルは、b=行が同一であるた

め同時にオファーできる可能性がある。 

 

4.1.2.2 異なる帯域（帯域の暗黙的指定） 

5.1節に示すように網ポリシーによって b=行による帯域指定を省略（帯域の暗黙的指定）できるコーデッ

クは b=行による帯域指定を必要としない。従って、帯域が異なっていても複数のコーデックを同一の m=行

に指定して同時にオファーすることができる。 

例えば、音声コーデックとして G.711µ-law を利用するプロファイルと、AMR を利用するプロファイルは、

網ポリシーによって b=行による帯域指定を省略できる場合は同時にオファーすることができる。また、音声

コーデックとして G.711µ-law を利用するプロファイルと、b=行によって 512Kbps を指定し AAC を利用する

プロファイルも、網ポリシーによって G.711µ-law の b=行による帯域指定を省略できる場合は同時にオファ

ーすることができる。 
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4.1.2.3 パケット化周期 

SDP でパケット化周期を指定する行（a=ptime 行、a=maxptme 行）も、当該 m=行に記載される全てのコー

デックに対して適用されるため、パケット化周期が異なるコーデックを同一の m=行に指定することはでき

ず、a=ptime 行と a=maxptime 行を同時に指定することもできない。また、パケット化周期が異なるため本来

a=ptime 行を指定すべきであるにも関わらず、複数プロファイルを同時オファーするために a=ptime 行を省略

することも許容されない。 

例えば、音声にパケット化周期 20ms の G.711µ-law を利用するプロファイル（a=ptime:20）と、パケット

化周期 10ms の G.711 A-law を利用するプロファイル（a=ptime:10）を同時にオファーしてはならない。また、

音声にパケット化周期 20ms の G.711µ-law を利用するプロファイル（a=ptime:20）と、パケット化周期が最

大 100ms の AMR を利用するプロファイル（a=maxptime:100）を同時にオファーしてはならない。また上記

のようなケースにおいて、a=ptime 行を省略して同時にオファーすることも許容されない。 

 

4.1.2.4 異なるフレームレート 

SDP の a=framerate 行も b=行と同様、当該 m=行に記載される全てのコーデックに対して適用される。しか

し、フレームレートが下がる側であればオファー側も対応可能であることが多く、またフレームレートは網

が確保するリソースには影響がないため、最も高いフレームレートを指定することで複数プロファイルの同

時オファーを許容する。 

例えば、映像を 30fps とするプロファイルと、15fps とするプロファイルが存在する場合、a=framerate 行に

は 30fps を指定することで同時オファーすることができる。 

 

なお、本規定により、オファー側は自らが a=framerate 行に記載したフレームレートよりも小さい値がアン

サーで返された場合、オファー側は自らのプロファイルに関わらず、アンサーされたフレームレートを使用

しなければならない。 

例えば、映像を 30fps とするプロファイルと、15fps とするプロファイルを持つオファー側が a=framerate

行に 30 を指定してオファーし、a=framerate 行に 24 を指定したアンサーを受信した場合、オファー側は自ら

のプロファイルに 24fps のプロファイルを有しないが、24fps で動作しなければならない。 

 

4.1.2.5 m=行の併記 

上記のとおり、b=行や a=framerate 行は 1 つの m=行に複数指定することができないが、これを回避するた

めに複数のプロファイルをそれぞれ異なる m=行に記載することで同時にオファーしてはならない。 

例えば、映像で H.264 の 4Mbps を用いるプロファイルと、H.264 の 2Mbps を用いるプロファイルが存在す

る場合、それぞれを異なる m=行に記載してオファーしてはならない。本標準においては、このようなオフ

ァーは H.264 の 4Mbps の映像と、H.264 の 2Mbps の映像を同時に使用するプロファイル（映像ストリームを

2 本使用するプロファイル）として解釈される。 

 

4.1.2.5.1 サブセット 

あるプロファイルが別のプロファイルのサブセットである場合に、スーパーセットのプロファイルをオフ

ァーすることでサブセット側のオファーを同時に行ったことにしてはならない。これは3.1.2節に示すように、

アンサー側はプロファイルが「完全に合致する場合」にのみアンサーを返すためである。 

例えば、音声として 512Kbps の AAC、映像として 10Mbps の H.264 を用いる端末固有プロファイル（以下

「プロファイル 1」とする）と、音声・映像は同一であるが追加で遠隔カメラ制御を用いる端末固有プロフ

ァイル（以下「プロファイル 2」が存在する場合に、プロファイル 2 をオファーしたことをもってプロファ

イル 1 のオファーも行われたことにしてはならない。プロファイル 2 がアンサー側から拒否された場合は、
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改めてプロファイル 1 のオファーを行う必要がある。 

 

4.2 アンサー側の条件 

本節では、3.1.2節に示したアンサーの設定条件の詳細について補足する。 

3.1.2節に示されているように、オファーと同じメディア能力を受け入れることが可能な場合のみアンサー

を返し、それ以外の場合はエラー応答を返す。 

 

4.2.1 アンサーの設定条件 

アンサーの設定条件について、以下の条件とする。 

 

• オファーの m=行に複数のコーデックが設定されていた場合、アンサー側は対応するコーデックの

中からオファーに設定された優先順位に従い一つ選択し設定する。 

• 複数の m=行が設定されている場合は、全ての m=行においてコーデックを一つ選択し、port に 0

以外を設定してアンサーを送信する。ただし、網は port に 0 を設定したアンサーを送信する場合

がある。 

• オファーに telephone-event[13]が設定されており、かつ、アンサー側が DTMF の送信に

telephone-event を使用する場合は、アンサーとして一つ選択したコーデックの他に telephone-event

を同時に設定する。 

• ペイロードタイプ番号は、アンサーとして選択したコーデックに設定された番号と同一の番号を設

定する。 

• アンサー側がオーディオビジュアル通信システムに準拠している場合、付属資料 aに従い b=行お

よび a=行の設定を確認し、アンサーを返す。 

 

4.2.2 エラー応答の設定条件 

オファーと同じメディア能力でアンサーを返すことが出来ない場合のエラー応答の設定条件について、以

下の条件とする。 

 

－オファーのメディア能力でアンサーを返すことが出来ない場合に 488 応答を返す。メディア能力以外の

理由でエラー応答を返す場合は 488 以外を返す。 

－オファーのメディア能力のサブセット、または他に許容できるメディア能力がある場合は、488 応答に

Warning ヘッダを設定し warn-code を設定する（以下「Warning コード」と呼ぶ）。Warning コードの設定

条件について、以下の条件とする。但し、オファーのメディア能力を確認する優先度は、IP バージョン

（301 及び 300）、メディア種別（304）、トランスポートプロトコル（302）、コーデック（305）、帯域（370）、

コーデックの詳細パラメータ（305）の順とする。 

 

301：オファーに設定された IP バージョンに対応していない場合。（300 も同等） 

（例）IPv6 が設定されたオファーを受信したが、IPv4 のみ対応している場合等 

302：オファーに設定されたトランスポートプロトコルに対応していない場合。 

（例）RTP/AVPF が設定されたオファーを受信したが RTP/AVP のみ対応している場合等 

304：オファーに設定されたメディア種別に対応していない、または複数 m=行の中に対応していない

m=行が設定されている場合。 

（例）video が設定されたオファーを受信したが、audio のみ対応している場合等 

305：オファーに設定されたコーデックのいずれかに対応していない場合。m=行が video 及び audio の
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場合は、b=行、a=行等のコーデック詳細パラメータや帯域を含めてコーデックの対応を判断する。 

（例）G.722 が設定されたオファーを受信したが、G.711μ-law のみ対応している場合等 

370：オファーに設定された帯域がアンサー側網で利用不可能である場合。 

（例）b=AS:2000 が設定されたオファーを受信したが、1Mbps しか帯域に空きがない場合等 

ただし、アンサー側網で帯域が全く無い場合においても 370 を返してよい。 

 

なお、Warning コードの 370 は RFC3261 において帯域のリソースが不十分である場合に使用することが示

されていることから、アンサー側の網に限り返すことが許容される。アンサー側の端末がオファーされた帯

域に対応できない場合はコーデックの詳細パラメータに対応できないものとして扱い、Warning コードとし

て 370 でなく 305 を使用しなければならない。 

 

4.3 オファー側の再発呼（フォールバック）の条件 

本節では、オファーに対するエラー応答受信後、再発呼を試みる場合のオファーの設定条件について記載

する。 

 

4.3.1 再発呼オファーの設定条件 

オファー側は、アンサー側（網およびアンサー側端末を含む）から Warning コードが設定された 488 応答

を受信した場合は、Warning コードを適切に解釈し、再発呼が可能であれば再発呼する。再発呼のオファー

の設定条件について、以下の条件とする。 

 

－ 488 応答に設定された Warning コードは、以下のように解釈して再発呼する。 

301：アンサー側がオファーに設定した IP バージョンに対応していない場合。但し、再発呼した呼に対

し 301 が設定された 488 応答を受信しても、さらなる再発呼はしない。（300 も同等） 

（例）IPv6 を IPv4 に変更して再発呼等 

302：アンサー側がオファーに設定したトランスポートプロトコルに対応していない場合。 

（例） RTP/AVPF を RTP/AVP に変更して再発呼等 

304：アンサー側がオファーに設定したメディア種別に対応していない、または複数 m=行の中に対応し

ていない m=行が存在する場合。 

（例）テレビ電話を音声に変更して再発呼等 

305：アンサー側がオファーに設定したコーデックのいずれかに対応していない場合。またはコーデッ

ク自体には対応しているが、b=行、a=行等で指定されたコーデックの詳細パラメータや帯域に対

応していない場合。 

（例）G.722 を G.711μ-law に変更して再発呼等 

370：アンサー側が利用できる帯域がオファーに設定した帯域に満たない場合。 

（例）b=AS:2000 を b=AS:1000 に変更して再発呼等。但し、アンサー側で帯域が全く無い場合にお

いても 370 が返される場合があることに留意する。 

 

なお、上記以外の場合においても網条件によりオファー側の再発呼の条件を指定される場合がある。【付

表 i-3】。 
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5 SDP 行の設定条件 
本節では、ネゴシエーション手順における各 SDP 行の詳細設定条件について記載する。 

 

5.1 b=行 

網装置および端末は、b=行により帯域を指定する。但し、利用する帯域が一意に決定されるコーデックが

存在する。そのようなコーデックは、網ポリシーにより指定される帯域を設定するか、帯域設定を省略（帯

域の暗黙的指定）しても良い。 

b=行は m=行内の複数コーデックで共有するパラメータのため、1 つの m=行には b=行が同一のコーデック

のみ設定する。なお、帯域指定を省略可能なコーデックは b=行の設定値に関わらず利用する帯域が決まるた

め、b=行が同一のコーデックではなくてもオファーの同一の m=行内に複数設定することができる。また、

b=行で帯域を明示的に指定するコーデックと、帯域の暗黙的指定を行うコーデックを同一の m=行に対しと

もに設定する場合、b=行で明示的に指定された帯域を越える帯域の暗黙的指定を行うコーデックを設定して

はならない。 

 

5.1.1 bwtype 

網が帯域制御を行う場合はレイヤ 3 での具体的な帯域を知る必要がある。従って、b=行による帯域指定を

行う場合、網ポリシーによる特段の指定がない場合は、bwtype として AS を使用する b=行を指定しなければ

ならない。ただし、AS 以外の bwtype の b=行（例えば TIAS）を併記してもよい。 

 

5.1.2 非対称の b=行 

RFC3264 では、b=行は設定者が受信を期待する帯域を指定する意味合いのパラメータであり、オファーで

指定された b=行とアンサーで指定する b=行との関係に制約条件はないが、本標準ではアンサーに指定する

b=行はオファーに指定された b=行と同一とする。 

テレビ電話等の映像端末や音声端末は通常、送信帯域と受信帯域が同一であることを期待しており、オフ

ァー側は自らが指定したものと異なる値の b=行がアンサーに指定された場合に正常な動作を行えない可能

性が高いためである。送信帯域と受信帯域が異なるような通信形態に関しては将来の検討課題（FFS）であ

る。 

 

5.1.2.1 レイヤ 3 帯域とコーデック帯域 

bwtype として AS を使用する b=行を指定する場合、bandwidth に指定する値は RFC4566 に従い、レイヤ 3

プロトコル（IP）及びレイヤ 4 以上のプロトコル（UDP・RTP・TCP 等）のオーバーヘッドを含む値を指定

する。このため、パケットのサイズや網内で転送される際のゆらぎ（ジッタ）等を考慮し、コーデック帯域

よりも大きな値を指定する必要がある。 

b=行で指定した帯域よりも実際に送受信する帯域が小さいことは許容されるが、極端な乖離がないよう留

意しなければならない。例えば、b=行で 6Mbps を指定しているにもかかわらず実際には 2Mbps しか送受信

しないようなことは、SDP のネゴシエーションを事実上無視するものであるし、また網が帯域によって課金

レートを変えるような場合にはユーザの不利益となるため行うべきではない。 

 

5.2 a=行 

5.2.1 メディアの方向属性 

アンサー側は、オファーに設定されたメディアの方向属性に対応していない場合は 488 応答を返す。 

RFC3264 では、オファーで指定された方向属性に対して、そのサブセットとなる方向属性をアンサーする

ことも許容されている（a=sendrecv に対して a=sendonly/recvonly/inactive を、a=sendonly と a=recvonly に対し
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て a=inactive を返す）が、本標準では使用しない。オファー側は通常、方向属性に関してサブセットでのア

ンサーを想定していないことから、正常な動作が期待できないためである。 

 

5.2.2 ptime 

a=ptime 行は m=行内の複数コーデックで共有するパラメータのため、a=ptime 行が同一のコーデックのみ

設定する。 

アンサー側は、オファーで受信した値と同じ値をアンサーに設定する。なお、G.711μ-law において a=ptime

を設定していないオファーを受信した場合は、20ms が指定されたものとして扱う。 

 

5.2.3 fmtp 

a=fmtp 行は、映像コーデックとして MPEG4 ビデオ、H.264 等を利用する場合、また音声コーデックとし

て G.722 等を利用する場合は、付属資料 aに従い設定する。 

 

5.2.4 framerate 

a=framerate 行は m=行内の複数コーデックで共有するパラメータのため、a=framerate 行が同じ設定値のコ

ーデックのみ設定する。 

アンサーに設定する a=framerate 行は、オファーの a=framerate 行と同一の値か、より小さい値を設定する。

オファー側及びアンサー側は、アンサーの a=framerate 行に設定された値で通信を行う。ただし、ハードウェ

アでメディアの符号化を行う場合など、任意のフレームレートにオファー側が対応できない場合もあるため、

アンサー側がオファーよりも小さなフレームレートを設定することは、オファー側が当該の端末固有プロフ

ァイルに対応していることが明らかである場合に限られるべきである。 

a=framerate 行を省略してオファー／アンサーする場合、各コーデックの名称（H.264 等）と各種パラメー

タ（a=fmtp 行等）から各コーデックの標準に従い定まる最大のフレームレートに対応できなければならない。

従って、各コーデックの標準に定められる最大のフレームレートよりも低いフレームレートまでしか対応し

ていない場合は、a=framerate 行を設定する必要がある。 

 

5.2.4.1 フレーム落ち 

フレーム落ち等の理由により a=framerate 行の数値よりも小さいフレームレートで送信することは許容さ

れるが、極端に小さいフレームレートで送信すべきでない（送信能力が不足しているのであれば、より低い

フレームレートをオファー／アンサーしなければならない）。例えば、ネゴシエーション上は 30fps であるの

に 20fps しか送信しないといった動作は、SDP のネゴシエーションを事実上無視するものであるから行うべ

きではない。代わりに a=framerate 行に適切な値を設定すべきである。 

 

5.2.5 rtcp-fb 

a=rtcp-fb 行は、トランスポートプロトコルとして RTP/AVPF を設定する場合は付属資料 aに従い設定する。 

 

5.3 ケーパビリティ・ネゴシエーション 

RFC5939[7]に規定される SDP のケーパビリティ・ネゴシエーション手順は、オファーとアンサーで m=行

の media、port、proto、b=行が変更される可能性があるような利用をしてはならない。これは、網のリソー

ス管理上、これらのパラメータはアンサーでの変更に対応できない可能性が高いためである。また、本標準

で定める共通プロファイルでは使用しない。 

ただし、ケーパビリティ・ネゴシエーションを利用したトランスポート層プロトコル（proto）の変更

（RTP/AVPF から RTP/AVP への変更等）に関しては、網のリソース管理への影響が軽微であり、かつオファ
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ー回数の削減に寄与する可能性があるため、今後の検討課題（FFS）である。 
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6 その他の留意事項 
本節では、ネゴシエーション手順におけるその他の留意事項について記載する。 

 

6.1 ネゴシエーションの適用範囲 

本ドキュメントのネゴシエーション手順は ini-INVITE と re-INVITE、及び UPDATE に適用される。 

 

6.2 488 応答に設定するメッセージボディ 

アンサー側が 488 応答にメッセージボディを設定した場合、オファー側へメッセージボディが到達するこ

とは保証されないことに留意する。 

 

なお、アンサー側が端末である場合、488 応答にメッセージボディを設定することは推奨されない。一般

にアンサー側からの 200 OK 等の成功応答をもって網は課金を開始するが、488 応答のようにエラー応答で

ある場合は課金されない。このためアンサー側端末が 488 応答で利用可能なプロファイルを通知してしまう

と、オファー側は課金されることなくアンサー側端末の能力を知ることが可能となり、かつて PSTN におい

て問題となった RAS 等のアナログモデム回線の探知や FAX 回線の探知などの悪意呼がより容易に実現でき

てしまうことになり、セキュリティ上の懸念が生じる。 
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付属資料 a. NGN 映像共通プロファイル 
            （本付属資料は仕様の一部である。） 

 

a.1. 概要 

本付属資料は、NGN 環境下の映像端末が SIP/SDP を用いてネゴシエーションを行う場合における、オー

ディオ及びビデオのコーデックに固有の SDP の記述内容とパラメータのチェック手順について特記する。 

なお、具体的な SIP 及び SDP メッセージの例を、本標準の付録 iiに示す。 

 

a.2. NGN 映像共通プロファイル 

3.2.1.1節に示した NGN 映像共通プロファイルの詳細条件を付表 A-1 に示す。 

 
付表 A-1／JJ-90.26 NGN 映像共通プロファイルの詳細条件 

 プロファイル 
Common-Mini 

プロファイル 
Common-SD 

プロファイル 
Common-HD 

映像 

コーデック MPEG-4 MPEG-4 H.264 
レイヤ 3 帯域 48Kbps 2Mbps 6Mbps 
解像度 QCIF 

（354x240） 
SD 
（VGA 相当：640x480） 

HD 
（1920x1080） 

画面数 1 1 1 
コーデック 
プロファイル 

Simple Profile 
Level 0※4 

Simple Profile 
Level 4a※5 

Baseline Profile  
Level 3.1※6 

フレームレート 15fps 
（プログレッシブ） 

30fps※3 

（プログレッシブ） 
30fps※3 

（プログレッシブ） 
トランスポート層 
プロトコル 

RTP/AVP RTP/AVP RTP/AVPF 

ネットワーク層 
プロトコル 

IPv4 IPv4 IPv6 

音声 

コーデック G.711µ-law G.711µ-law MPEG-4 AAC-LC 
パケット化周期 20ms※1 20ms※1 20ms※2 
サンプリングレート － － 48KHz 
チャネル数 1（モノラル） 1（モノラル） 2（ステレオ）※7 
コーデック帯域 64Kbps 64Kbps 96Kbps×2ch 
レイヤ 3 帯域 （網ポリシーによる） （網ポリシーによる） 384Kbps 
コーデック 
プロファイル 

－ － AAC-LC※8 
Level2(0x29)※9 

トランスポート層 
プロトコル 

RTP/AVP RTP/AVP RTP/AVP 

ネットワーク層 
プロトコル 

IPv4 IPv4 IPv6 

※1 a=ptime 行に 20 を設定する 
※2 a=ptime 行には 20 を設定するが、21.33ms のパケット化周期で動作する 
※3 a=framerate 行には 30 を設定するが、30000/1001=約 29.97fps を意味する（テレビジョン標準によるもの） 
※4 a=fmtp 行に profile-level-id=8 を指定する 
※5 a=fmtp 行に profile-level-id=4 を指定する 
※6 a=fmtp 行に profile-level-id=42c01f または 42e01f を指定する。42c01f/42e01f は、profile_idc が 66（Baseline 

Profile）、constraint_set0_flag が 1（Baseline Profile の制約に適合）、constraint_set1_flag が 1（Main Profile の制

約に適合）、level_idc が 31（Level 3.1） 
ただし、端末は SDP の指定に関わらず、 constraint_set1_flag が 1 、 num_reorder_frames が 0 、

max_dec_frame_buffering が 1 の条件を満たすストリームをデコードできることを必須とする。 
※7 a=fmtp 行の config 内 channelConfiguration で指定 
※8 a=fmtp 行に object=2 を指定 
※9 a=fmtp 行に profile-level-id=41 を指定 

 

a.3. NGN 音声共通プロファイル 

3.2.1.2節に示した NGN 音声共通プロファイルの詳細条件を付表 A-2 に示す。 
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付表 A-2／JJ-90.26 NGN 音声共通プロファイルの詳細条件 
 プロファイル 

Audio-STD 

音声 

コーデック G.711µ-law 
パケット化周期 20ms※1 
サンプリングレート － 
チャネル数 1（モノラル） 
コーデック帯域 64Kbps 
レイヤ 3 帯域 （網ポリシーによる） 
コーデック 
プロファイル 

－ 

トランスポート層 
プロトコル 

RTP/AVP 

ネットワーク層 
プロトコル 

IPv4 

DTMF telephone-event を同一 m=行で設定してもよい 
※1 a=ptime 行に 20 を設定する 

 

a.4. SDP の記述内容とネゴシエーション手順 

本節及び従属節では、映像コーデック及び音声コーデックに関して、SDP の記述内容とネゴシエーション

手順に関して規定する。3.2.1.1節に規定した NGN 映像共通プロファイルと3.2.1.2節で規定した NGN 音声共

通プロファイルで利用するコーデックに関して、具体的な SDP 行及びパラメータと、信号条件、SDP オフ

ァー時及び SDP アンサー時の端末動作について記載している。 

信号条件の欄では、UNI におけるインタフェース上の信号に現れるか、現れないかという観点（ダイナミ

ックビュー）で m（mandatory）や o（optional）といった条件コードの表現を行っている。例えば、m（mandatory）

であれば、当該の行またはオプションは、端末が送信または受信するメッセージに必ず記述されなければな

らない。条件コードの定義を付表 A-3 に示す。 

 
付表 A-3／JJ-90.26 条件コードの定義 

条件コード 定義 

m 

当該のパラメータは、必須（mandatory）である。オファーの SDP 中の必須のパラメータ
は存在していなくてはならず、また、オファーを受ける側で各 RFC に従い理解され得な
くてはならない。同じくアンサーの SDP 中の必須のパラメータは存在していなくてはな
らず、また、アンサーを処理する側で各 RFC に従い理解され得なくてはならない。  

m* 当該のパラメータは、SDP 中に存在するべきである。しかし、SDP を受け取る端末もしく
は網は、当該のヘッダフィールドが存在しない場合にも備えておかなくてはならない。 

o 
当該のパラメータは選択的（optional）である。選択的とは、当該のパラメータは、オファ
ーやアンサーに存在しても良い。また当該のパラメータがオファーやアンサー内に存在し
た場合には、RFC に従い受信側で理解され、対応する動作が行われなければならない。 

－ 当該のパラメータは適用されない。適用されない当該のパラメータは、オファーやアンサ
ー内に存在してはならない。 

c 当該のパラメータの適用は、SDP 処理上の文脈による。 
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a.4.1. 映像コーデック 

 

a.4.1.1. H.264 

H.264 を利用する場合に SDP の Media description に記述するコーデックパラメータと、SDP 送受信時の端

末動作を付表 A-4 に示す。 
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付表 A-4／JJ-90.26 SDP 記述コーデックパラメータ（H.264） 

コーデック 
SDP 記述 信号条件 SDP 送受信時の端末動作 

行 パラメータ 送信 受信 オファー時 アンサー時 
H.264 b=AS m m • 設定必須。NGN 映像共通プロ

ファイル利用時は付表 A-1 に

従い値を設定する。 

• オファーされた帯域値で送受

信可能である場合にのみ 200
応答を返し、通信不可である

場合は 488 応答を返す。 
• 200 応答の SDP には，オファ

ーされた値と同一値を設定す

る。 
a=rtpmap payload type m m • RFC3984 に従い 96～127 の任

意の値を設定する。 
• オファーされた payload type

と同一の値を返す。 
encoding name m m • RFC3984に従い"H264"を設定

する。 
• RFC3984に従い"H264"を設定

する。 
clock rate m m • RFC3984 に従い 90000 を設定

する。 
• RFC3984 に従い 90000 を設定

する。 
encoding parameters － o • RFC4566 及び RFC3984 に従

い、設定しない。 
• オファーに設定されている場

合は 488 応答を返す。 
• アンサーには設定しない。 

a=fmtp profile-level-id m o • 設定必須。NGN 映像共通プロ

ファイル利用時は付表 A-1 に

従い値を設定する。 

• profile-level-id パラメータの

設定がない場合は、RFC3984
に従い Baseline Profile の Lev
el 1 が指定されたと解釈す

る。 
• オファーされたプロファイ

ル・レベルで送受信可能であ

る場合にのみ 200 応答を返

し、通信不可である場合は 48
8 応答（warn-code が 305）を

返す。 
• 200 応答の SDP には，オファ

ーされた値と同一値を設定す

る。ただし、constraint_set2_fl
ag の値は異なっていても良

い。 
packetization-mode c1 o • デフォルト（すなわち 0=シン

グル NAL モード）以外の場合

に記述することとし、分割ユ

ニットを使用する場合は明示

的に示す(*2)。 

• packetization-mode パラメータ

の設定がない場合は、RFC39
84 に従い 0（シングル NAL
モード）が指定されたと解釈

する。 
• オファーされた packetization-

mode で送受信可能である場

合にのみ 200 応答を返し、通

信不可である場合は 488 応答

（warn-code が 305）を返す。 
• 200 応答の SDP には、オファ

ーされた値と同一値を設定す

る。 
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sprop-parameter-sets m o • JT-H264 に規定される範囲で

profile-level-id パラメータに

記述するプロファイル・レベ

ルで許容される値を記述す

る。 
• NGN 映像共通プロファイル

利用時は付表 A-1 に従い設定

する。 

• sprop-parameter-sets パラメー

タの設定がない場合は、profil
e-level-id パラメータで指定さ

れたプロファイル・レベルの

最大能力に対応できるならば

200 応答を返し(*1)、通信不可

である場合は 488 応答を返

す。 
• sprop-parameter-sets パラメー

タの設定がある場合は、当該

パラメータを用いて送受信可

能かつユーザへ表示可能であ

る場合にのみ 200 応答を返し
(*1)、通信不可である場合は

488 応答（warn-code が 305）
を返す。特に画面サイズ（水

平画素数と垂直画素数）のチ

ェックには注意が払われるべ

きである。sprop-parameter-sets
中の他のパラメータについて

は、JT-H264 に規定される範

囲の値が指定される限りは、

オファーで指定された内容を

受け入れデコードが可能でな

ければならない。 
max-mbps c2 o • JT-H264 の規定に従い必要で

あれば設定する。 
• RFC3984 の規定に従い解釈を

行い、通信が送受信とも可能

である場合にのみ 200 応答を

返し、通信不可である場合は

488 応答を返す。 
• max-mbps、max-fs、max-br、

max-cpb、max-dpb がオファー

された場合は、同一の値を 20
0 応答で返す。なお，上記パ

ラメータについて、当該 profi
le-level-id で許容される最大

値よりも小さな値が指定され

る可能性に留意する必要があ

る。 

max-fs c2 o 
max-br c2 o 
その他 RFC3984 記載
のパラメータ 

c3 o • RFC3984 の規定に従い、設定

してもよい。 
• NGN 映像共通プロファイル

利用時には設定しない(*4)。 
• なお、RFC 等の標準に規定の

ないパラメータの設定は許容

されない。 

a=framerate m o • 設定必須。NGN 映像共通プロ

ファイル利用時は付表 A-1 に

従い値を設定する。 

• a=framerate 行の指定がない場

合は、当該プロファイル・レ

ベルにおける最大フレームレ

ートがオファーされたものと

解釈する。 
• オファーされたフレームレー

ト以下で通信が可能である場

合にのみ 200 応答を返し、通

信不可である場合は 488 応答

を返す。 
• 200 応答の SDP には、オファ

ーされた値以下の値を設定す

る(*5)。 
c1: シングル NAL モードを使用する場合には、設定は必須ではない。シングル NAL モード以外を使用する場合には、設定必須。 
c2: H.264 の付属資料 A で、profile-level-id で指定したプロファイル・レベルに対応する値以上を使用する場合には、設定必須。 
c3: 使用するコーデックの設定により、RFC3984 の規定により設定が必要な場合は、設定必須。 
(*1) QCIF は RFC4629 の規定に基づき設定必須であるが、NGN 映像共通プロファイルを利用するシステムでは起動されることはな

い。 
(*2) H.264 のスライスのサイズを制御すれば、広帯域の通信の場合でもシングル NAL モードで対応可能である。ただし、スライス

ヘッダのオーバーヘッド、スライスを超えた画面内予測と動きベクトル情報の動き予測ができないため、符号化効率が劣化す
る。スライスのサイズが MTU サイズを超えないように制御できない場合や符号化効率を考慮する場合は、分割ユニットを利
用すべきである。 

(*3) NGN 映像共通プロファイル利用時は H.264 の付属資料 A に規定される範囲内であるため、max-br パラメータは設定しない。 

 － 26 － ＪＪ－９０．２６ 



(*4) NGN 映像共通プロファイル利用時は、他のパラメータに関しては RFC3984 で規定されるデフォルト値を使用するか、または
プロファイル・レベルの能力範囲内で通信を行うため設定不要である。 

(*5) QCIF パラメータは RFC4629 の規定に基づき設定必須であるが、NGN 映像共通プロファイルを利用するシステムでは参照する
必要がない。 

 

a.4.1.2. MPEG-4 ビデオ 

MPEG-4 ビデオを利用する場合に SDP の Media description に記述するコーデックパラメータと、SDP 送受

信時の端末動作を付表 A-5 に示す。 
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付表 A-5／JJ-90.26 SDP 記述コーデックパラメータ（MPEG-4 ビデオ） 

コーデック 
SDP 記述 信号条件 SDP 送受信時の端末動作 

行 パラメータ 送信 受信 オファー時 アンサー時 
MPEG-4 ビデオ b=AS m m • 設定必須。NGN 映像共通プロ

ファイル利用時は付表 A-1 に

従い値を設定する。 

• オファーされた帯域値で送受

信可能である場合にのみ 200
応答を返し、通信不可である

場合は 488 応答を返す。 
• 200 応答の SDP には，オファ

ーされた値と同一値を設定す

る。 
a=rtpmap payload type m m • RFC3016 に従い 96～127 の任

意の値を設定する。 
• オファーされた payload type

と同一の値を返す。 
encoding name m m • RFC3016 に従い"MP4V-ES"を

設定する。 
• RFC3016 に従い"MP4V-ES"を

設定する。 
clock rate m m • RFC3016 に従い 90000 を設定

する。 
• RFC3016 に従い 90000 を設定

する。 
encoding parameters － o • RFC4566 及び RFC3016 に従

い、設定しない。 
• オファーに設定されている場

合は 488 応答を返す。 
• アンサーには設定しない。 

a=fmtp profile-level-id m o • 設定必須。NGN 映像共通プロ

ファイル利用時は付表 A-1 に

従い値を設定する。 

• profile-level-id パラメータの

設定がない場合は、RFC3016
に従い 1 が指定されたと解釈

する。 
• オファーされたプロファイ

ル・レベルで送受信可能であ

る場合にのみ 200 応答を返

し、通信不可である場合は 48
8 応答（warn-code が 305）を

返す。 
• 200 応答の SDP には，オファ

ーされた値と同一値を設定す

る。 
config m o • ISO14496-2に規定される範囲

で profile-level-id パラメータ

に記述するプロファイル・レ

ベルで許容される DCI（Deco
der Configuration Informatio
n）値を記述する。 

• NGN 映像共通プロファイル

利用時は DCI値に記述される

画面サイズ（video_object_laye
r_width：水平画素数と video_
object_layer_height：垂直画素

数）は付表 A-1 に従う。 

• config パラメータの設定がな

い場合は、profile-level-id パラ

メータで指定されたプロファ

イル・レベルの最大能力に対

応できるならば 200 応答を返

し(*1)、通信不可である場合は

488 応答を返す。 
• config パラメータの設定があ

る場合は、DCI 値として記述

される画面サイズ（video_obj
ect_layer_width：水平画素数と

video_object_layer_height：垂

直画素数）を用いて送受信可

能かつユーザへ表示可能であ

る場合にのみ 200 応答を返し
(*1)、通信不可である場合は 48
8 応答（warn-code が 305）を

返す。Simple Profile を利用す

る場合は、config 中の他のパ

ラメータについては、ISO144
96-2 に規定される範囲の値が

指定される限りは、オファー

で指定された内容を受け入れ

デコードが可能でなければな

らない。 
上記以外の a=fmtp 行
のパラメータ 

－ o • 設定しない（RFC 3016[21]に
規定がない）。 

• 無視する。 
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a=framerate m o • 設定必須。NGN 映像共通プロ

ファイル利用時は付表 A-1 に

従い値を設定する。 

• a=framerate 行の指定がない場

合は、当該プロファイル・レ

ベルにおける最大フレームレ

ートがオファーされたものと

解釈する。 
• オファーされたフレームレー

ト以下で通信が可能である場

合にのみ 200 応答を返し、通

信不可である場合は 488 応答

を返す。 
• 200 応答の SDP には、オファ

ーされた値以下の値を設定す

る(*2)。 
(*1) オファー側はアンサーで受信した config 値を、アンサー側はオファーで受信した config 値を用いて通信を行う。 
(*2) オファー側・アンサー側、ともにアンサーに記述される a=framerate 行の値を用いて通信を行う。 
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a.4.2. 音声コーデック 

 

a.4.2.1. G.711 µ-law 

G.711 µ-law を利用する場合に SDP の Media description に記述するコーデックパラメータと、SDP 送受信時

の端末動作を付表 A-6 に示す。 

 
付表 A-6／JJ-90.26 SDP 記述コーデックパラメータ（G.711 µ-law） 

コーデック 
SDP 記述 信号条件 SDP 送受信時の端末動作 

行 パラメータ 送信 受信 オファー時 アンサー時 
G.711μ-law a=rtpmap payload type m m • RFC3551 に従い 0 を設定。 • RFC3551 に従い 0 を設定。 

encoding name m m • RFC3551 に従い"PCMU"を設

定。 
• RFC3551 に従い"PCMU"を設

定。 
clock rate m m • RFC3551 に従い 8000 を設定。 • RFC3551 に従い 8000 を設定。 
encoding parameters － o • 設定しない。 • オファーに"/1"以外が設定さ

れている場合は 488 応答を返

す。 
• アンサーには設定しない。 

a=ptime m o • JT-Q3402 に従い 20 を設定。 • ptime 行の設定がない場合は、

JT-Q3402 に従い 20 が指定さ

れたものと解釈する。 
• オファーされたパケット化周

期で送受信可能である場合に

のみ 200 応答を返し、通信不

可である場合は 488 応答を返

す。 
• 200 応答の SDP には、オファ

ーされた値と同一値を設定す

る。 
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a.4.2.2. MPEG-4 AAC-LC 

MPEG-4 AAC-LC を利用する場合に SDP の Media description に記述するコーデックパラメータと、SDP 送

受信時の端末動作を付表 A-7 に示す。 
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付表 A-7／JJ-90.26 SDP 記述コーデックパラメータ（MPEG-4 オーディオ） 

コーデック 
SDP 記述 信号条件 SDP 送受信時の端末動作 

行 パラメータ 送信 受信 行 パラメータ 
MPEG-4 オー
ディオ 

b=AS m m • 設定必須。NGN 映像共通プロ

ファイル利用時は付表 A-1 に

従い設定する。 

• オファーされた帯域値で送受

信可能である場合にのみ 200
応答を返し、通信不可である

場合は 488 応答を返す。 
• 200 応答の SDP には，オファ

ーされた値と同一値を設定す

る。 
a=rtpmap payload type m m • RFC3016 に従い 96～127 の任

意の値を設定する。 
• オファーされた payload type

と同一の値を返す。 
encoding name m m • RFC3016 に従い、"MP4A-LAT

M"を設定。 
• RFC3016 に従い"MP4A-LAT

M"を設定。 
clock rate m m • 設定必須。NGN 映像共通プロ

ファイル利用時は付表 A-1 に

従い設定する。 

• オファーされた値で送受信可

能である場合にのみ 200 応答

を返し、通信不可である場合

は 488 応答を返す。 
encoding parameters － o • 設定しない。 • オファーに設定されている場

合は 488 応答を返す。 
• アンサーには設定しない。 

a=fmtp profile-level-id m o • 設定必須。NGN 映像共通プロ

ファイル利用時は付表 A-1 に

従い設定する。 

• profile-level-id パラメータの

指定がない場合は、RFC3016
に従い 30（Natural Audio Pro
file/Level 1）が指定されたと

解釈する。 
• オファーされた値で送受信可

能である場合にのみ 200 応答

を返し、通信不可である場合

は 488 応答を返す。 
object m o • オファーされた値で送受信可

能である場合にのみ 200 応答

を返し、通信不可である場合

は 488 応答を返す。 

config m o 
bitrate m o 

cpresent c1 o • RFC3016 に従い、設定しても

よい。 
• cpresent パラメータの指定が

ない場合は、RFC3016 に従い

1 が指定されたと解釈する。 
• 0/1 いずれの指定にも対応可

能でなければならない。200
応答にはオファーされた値と

同一値を設定する。 
上記以外の a=fmtp 行
のパラメータ 

－ o • 設定しない（RFC3016 に規定

がない）。 
• 無視する。 

a=ptime m o • 設定必須。NGN 映像共通プロ

ファイル利用時は付表 A-1 に

従い設定する。 

• ptime 行の設定がない場合は、

G.711μ-law と同様に 20 が指

定されたものと解釈する。 
• オファーされたパケット化周

期で送受信可能である場合に

のみ 200 応答を返し、通信不

可である場合は 488 応答を返

す。 
• 200 応答の SDP には、オファ

ーされた値と同一値を設定す

る。 
c1: RTP ペイロード中に config 情報が記述されない場合は、0 を設定しなければならない。 

 

a.5. RTP/AVPF 使用時の RTCP フィードバック制御 

SDP の proto 部に RTP/AVPF を指定した場合に、端末間のフィードバックおよびフィードバックをベース

としたエラー回復のために、コーデック制御メッセージとして使用する RTCP について規定する。 
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JF-IETF-RFC4585[10]と JF-IETF-RFC5104[11]で規定されるフィードバックメッセージのうち、端末が実装

するメッセージを付表 A-8 と付表 A-9 に示す。 

 
付表 A-8／JJ-90.26 フィードバックメッセージ（RFC4585 で規定）の適用範囲 

フィードバックメッセージ 適用範囲 
Generic ACK オプション 
Picture Loss Indication（PLI） 推奨 
Slice Loss Indication（SLI） オプション 
Reference Picture Selection Indication（RPSI） オプション 
Application Layer Feedback オプション 

 
付表 A-9／JJ-90.26 フィードバックメッセージ（RFC5104 で規定）の適用範囲 

フィードバックメッセージ 適用範囲 
Temporary Maximum Media Stream Bit Rate Request（TMMBR） オプション 
Temporary Maximum Media Stream Bit Rate Notification（TMMBN） オプション 
Full Intra Request（FIR） 送受信とも必須 
Temporal-Spatial Trade-off Request（TSTR） オプション 
Temporal-Spatial Trade-off Notification（TSTN） オプション 
H.271 Video Back Channel Message（VBCM） オプション 

 

端末は付表 A-8 及び付表 A-9 に示されるフィードバックメッセージの送受信能力を SDP のオファー及び

アンサー時に、a=rtcp-fb 行を用いて能力を表明する。相手端末が能力を有していない種別のフィードバック

メッセージを送信することは推奨されない。なお、a=rtcp-fb 行が記載されていない場合は、相手端末がフィ

ードバックメッセージの能力を有していないと解釈する。a=rtcp-fb 行でオファー側の FIR の能力が表明され

ていない場合は、RTP/AVPF でのアンサーを行わず、488 応答を返すことで、RTP/AVP へのフォールバック

を促すものとする。 

a=rtcp-fb 行で FIR の能力を表明した端末は FIR を受信した場合に、I フレーム（H.264 では IDR ピクチャ

と呼ばれる）を送信して応答しなければならない。 

PLI を受信したときの端末の動作に関しては、本標準では特に規定しない（RFC4585 に従う）。 
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付録i. オプション項目表 
         （本付録は参考資料であり、仕様ではない。） 

 

i.1. 概要 

本オプション項目表は、UNI を介して NGN に接続する SIP 端末、及び NNI を介して相互に接続する NGN

がメディアのネゴシエーションに関わる相互接続性を高めるために、JJ-90.26 本文、付属資料および付録に

おいて事業者が運用ポリシーにより選択可能なオプション項目を抜き出して表にしたものである。事業者は

各項目について選択することができる。 

本項目表中の各項目の詳細内容に関しては、関連する章節を「関連項目」欄に示すので参照されたい。 

本表では、それぞれの項目の競合条件については、記載を行っていないことに注意が必要である。 

なお、本文と本オプション項目表に、齟齬が存在した場合は本文の記載が適用される。 

 

i.2. オプション項目の抽出ポリシー 

オプション項目として、次の観点から項目の抽出を行っている。 

・ NNI（JT-Q3401）を介して、国内の NGN 相互接続を円滑に行う観点 

・ UNI（JT-Q3402）を介して、接続する SIP 端末の接続性を高める観点 

 

i.3. オプション項目表のフォーマット 

オプション項目表のフォーマットと見方について付表 i-1 及び付表 i-2 に記載する。（なお、オプション項

目表のフォーマットについては、JT-Q3401 及び JT-Q3402 のオプション項目表を使用する。） 

 

付表 i-1／JJ-90.26   フォーマット例（NNI） 

項目：オプション項目を示す。 

網間での利用条件：網間で選択可能なパターンを示す。 

関連項目：各オプション項目が、JJ-90.26 本文、付属資料及び付録のどの章節に関連するかを示す。 

特記事項：「網間での利用条件」欄に加えて決定すべきオプション項目について示す。 

 

なお、付表 i は本標準にオプション項目として存在しないため、記載内容は「－」とする。 

 

付表 i-2／JJ-90.26   フォーマット例（UNI） 
項

番 項目 UNI の条件 端末の選択 
関連項目 

特記事項 備考 
参照章節等 

1 再発呼時のオ
ファー側の設
定条件 

再発呼時の
オファー側
の設定条件 

指定する 設定条件に従う 3.4.1 【指定する
場合は、網の
条件を記載
する。】 

 

指定しない － 

項目：オプション項目を示す。 

UNI の条件：網が、UNI の条件として選択可能なパターンを示す。 

端末の条件：網の選択に対して、端末が選択可能なパターンを示す。 

関連項目：各オプション項目が、JJ-90.26 本文、付属資料及び付録のどの章節に関連するかを示す。 

特記事項：「UNI の条件」、および「端末の選択」欄に加えて決定すべきオプション項目について示す。 

項

番 項目 網間での利用条件 関連項目 特記事項 備考 

1 － － － － － 
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なお、「UNI の条件」に関する特記事項を 【 】内に、「端末の選択」に関する特記事項を 

 《 》内に示す。 

i.4. オプション項目表 

オプション項目表を付表 i-3 に示す。なお、本文及び付属資料でサポートが必須となっている項目は各表

に明記していない。 

 

付表 i-3／JJ-90.26   再発呼時のオファー側の設定条件 
項

番 項目 UNI の条件 端末の選択 
関連項目 

特記事項 備考 
参照章節等 

1 再発呼時のオ
ファー側の設
定条件 

再発呼時の
オファー側
の設定条件 

指定する 設定条件に従う 4.3.1 【指定する
場合は、網の
条件を記載
する。】 

 

指定しない － 
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付録ii. メッセージ例 
         （本付録は参考資料であり、仕様ではない。） 

 

本付録は、本文に規定される、NNI および UNI におけるネゴシエーションの推奨条件に基づいた SDP の

設定例を記載する。 

本付録で記載したメッセージ例は、あくまで実装時の参考の位置付けであり、NGN のサービス内容や端

末の機能により、適宣変更が必要となる場合がある。また、本付録の内容によって通信の接続性や品質を保

証するものではない。 

なお、本付録ではオファー側とアンサー側を端末とし、網を介してネゴシエーションするシーケンスとす

る UNI のメッセージ例を記載しているが、NNI の信号に関しては、オファー側とアンサー側を網と読み替え、

それらが直接通信している形態に変更される以外は同様となる。 
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ii.1. 複数プロファイル同時オファー（単一 m=行） 

本節では、オファー側が複数のプロファイルを同時にオファーし、アンサー側が 1 つのプロファイルを選

択するオファー／アンサーのうち、オファーの m=行が単一で、かつ複数コーデックが設定される場合の SDP

例を記載する。 

なお、G.722 および G.711μ-law については、利用帯域の設定値が網ポリシーにより指定される場合の例を

記載する。 

 
付表 ii-1／JJ-90.26   SDP 設定例一覧（複数プロファイル同時オファー／単一 m=行） 

No シーケンス名 オファー アンサー 備考 

1 

端末固有プロファイル 
（AAC-LC） 
を選択 
【単一 m=行】 

端末固有プロファイル 
（AAC-LC） 

＋ 
共通プロファイル 
Audio-STD 
（G.711μ-law） 

端末固有プロファイル 
（AAC-LC） ii.1.1 

2 

共通プロファイル Audio-STD 
（G.711μ-law） 
を選択 
【単一 m=行】 

共通プロファイル 
Audio-STD 
（G.711μ-law） 

ii.1.2 

3 

端末固有プロファイル 
（G.722・telephone-event） 
を選択 
【単一 m=行】 

端末固有プロファイル 
（G.722） 

＋ 
共通プロファイル 
Audio-STD 
（G.711μ-law・ 
telephone-event） 

端末固有プロファイル 
（G.722・ 
telephone-event） 

ii.1.3 

4 

共通プロファイル Audio-STD 
（G.711μ-law・telephone-event） 
を選択 
【単一 m=行】 

共通プロファイル 
Audio-STD 
（G.711μ-law・ 
telephone-event） 

ii.1.4 

 

なお、SDP の各設定例は付図 ii-1 のシーケンスを前提としている。「オファー」は付図 ii-1 における F1 の

SIP 信号の、「アンサー」は付図 ii-1 における F3 の SIP 信号の SDP 部分である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オファー側 
端末 

アンサー側 
端末 

IP： 192.0.1.1 

F1: INVITE（オファー） 

付図 ii-1／JJ-90.26 オファー／アンサーのシーケンス 

網 
 

F2: INVITE（オファー） 

IP： 192.0.2.2 

F3: 200 OK（アンサー） F4: 200 OK（アンサー） 

 － 37 － ＪＪ－９０．２６ 



ii.1.1. 端末固有プロファイル（AAC-LC）を選択【単一 m=行】 

オファー側は端末固有プロファイル（AAC-LC）と共通プロファイル Audio-STD（G.711μ-law）を同時にオ

ファーし、アンサー側は端末固有プロファイル（AAC-LC）を選択しアンサーに設定する場合の SDP 設定例

を示す。 
 

［オファー］ 

メディア種別 audio の m=行を 1 つのみ記載し、音声コーデックとして AAC-LC と G.711μ-law を設定す
る。b=AS 行には AAC-LC の帯域を、a=ptime 行には AAC-LC と G.711μ-law の共通のパケット化周期で
ある 20ms を設定する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 31000 RTP/AVP 98 0 
b=AS:384 
a=rtpmap:98 MP4A-LATM/90000 
a=fmtp:98 profile-level-id=41;object=2;bitrate=192;config=400023203fc0※ 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 

 

［アンサー］ 

端末固有プロファイル（AAC-LC）を選択したため、共通プロファイル Audio-STD の G.711μ-law を削除
している。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 30000 RTP/AVP 98 
b=AS:384 
a=rtpmap:98 MP4A-LATM/90000 
a=fmtp:98 profile-level-id=41;object=2;bitrate=192;config=400023203fc0※ 
a=ptime:20 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
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ii.1.2. 共通プロファイル Audio-STD（G.711µ-law）を選択【単一 m=行】 

オファー側は端末固有プロファイル（AAC-LC）と共通プロファイル Audio-STD（G.711μ-law）を同時にオ

ファーし、アンサー側は共通プロファイル Audio-STD（G.711μ-law）を選択しアンサーに設定する場合の SDP

設定例を示す。 
 

［オファー］ 

ii.1.1節のオファーと同一 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 31000 RTP/AVP 98 0 
b=AS:384 
a=rtpmap:98 MP4A-LATM/90000 
a=fmtp:98 profile-level-id=41;object=2;bitrate=192;config=400023203fc0※ 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 

 

※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 

 

［アンサー］ 

共通プロファイル Audio-STD（G.711μ-law）を選択したため、端末固有プロファイル（AAC-LC）を削
除している。 
G.711μ-law の利用帯域は網ポリシーにより指定されているため、b=AS 行の設定を削除する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 5004 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
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ii.1.3. 端末固有プロファイル（G.722・telephone-event）を選択【単一 m=行】 

オファー側は端末固有プロファイル（G.722）と共通プロファイル Audio-STD（G.711μ-law）を同時にオフ

ァーし、アンサー側は端末固有プロファイル（G.722）を選択しアンサーに設定する場合の SDP 設定例を示

す。 

オファー側は DTMF の送受信のために telephone-event を設定し、アンサー側も telephone-event の利用を選

択するため、オファー／アンサーともに telephone-event を併記している。telephone-event については、DTMF

以外の音声を載せるコーデックと同一の m=行に記載しネゴシエーションを行う。 

 

［オファー］ 

音声コーデックとして G.722、G.711μ-law を設定するとともに、DTMF の送受信のため telephone-event
を同一 m=行に併記する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 9 0 96 
a=rtpmap:9 G722/8000 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=rtpmap:96 telephone-event/8000 
a=fmtp:96 0-15 
a=ptime:20 

 

［アンサー］ 

音声コーデックとして G.722 を選択するため、G.711μ-law を削除するが、DTMF の送受信のため
telephone-event を同一 m=行に併記する。なお、仮に DTMF の送受信のために telephone-event を利用し
ない（見なし音声で行う）のであれば、telephone-event も削除する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 6008 RTP/AVP 9 96 
a=rtpmap:9 G722/8000 
a=rtpmap:96 telephone-event/8000 
a=fmtp:96 0-11 
a=ptime:20 
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ii.1.4. 共通プロファイル Audio-STD（G.711μ-law・telephone-event）を選択【単一 m=行】 

オファー側は端末固有プロファイル（G.722）と共通プロファイル Audio-STD（G.711μ-law）を同時にオフ

ァーし、アンサー側は共通プロファイル Audio-STD（G.711μ-law）を選択しアンサーに設定する場合の SDP

設定例を示す。 

オファー側は DTMF の送受信のために telephone-event を設定し、アンサー側も telephone-event の利用を選

択するため、オファー／アンサーともに telephone-event を併記している。telephone-event については、DTMF

以外の音声を載せるコーデックと同一の m=行に記載しネゴシエーションを行う。 

 

［オファー］ 

ii.1.3節と同一 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 30000 RTP/AVP 9 0 101 
a=rtpmap:9 G722/8000 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=rtpmap:101 telephone-event/8000 
a=fmtp:101 0-15 
a=ptime:20 

 

［アンサー］ 

音声コーデックとして G.711μ-law を選択するため、G.722 を削除するが、DTMF の送受信のため
telephone-event を同一 m=行に併記する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 6008 RTP/AVP 0 101 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=rtpmap:101 telephone-event/8000 
a=fmtp:101 0-11 
a=ptime:20 
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ii.2. 単一プロファイルオファー（複数 m=行） 

本節では、オファー側が複数の m=行を使用する 1 つのプロファイルをオファーし、アンサー側が当該プ

ロファイルを受け入れるアンサーを返す場合の SDP 例を記載する。 

なお、G.711μ-law については、利用帯域の設定値が網ポリシーにより指定される場合の例を記載する。 

 

付表 ii-2／JJ-90.26   SDP 設定例一覧（単一プロファイルオファー／複数 m=行） 
No シーケンス名 オファー アンサー 備考 

1 
共通プロファイル Common-Mini 
（MPEG4 + G.711μ-law） 
【複数 m=行】 

共 通 プ ロ フ ァ イ ル
Common-Mini 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L0）） 

共 通 プ ロ フ ァ イ ル
Common-Mini 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L0）） 

ii.2.1 

2 
共通プロファイル Common-SD 
（MPEG4 + G.711μ-law） 
【複数 m=行】 

共通プロファイル 
Common-SD 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L4a）） 

共通プロファイル 
Common-SD 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L4a） 

ii.2.2 

3 
共通プロファイル Common-HD 
（H.264 + AAC-LC） 
【複数 m=行】 

共通プロファイル 
Common-HD 
（G.711μ-law + 
H.264（Baseline 3.1）） 

共通プロファイル 
Common-HD 
（G.711μ-law + 
H.264（Baseline 3.1） 

ii.2.3 

 

なお、SDP の各設定例は付図 ii-1 のシーケンスを前提としている。「オファー」は付図 ii-1 における F1 の

SIP 信号の、「アンサー」は付図 ii-1 における F3 の SIP 信号の SDP 部分である。 
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ii.2.1. 共通プロファイル Common-Mini（MPEG4 + G.711μ-law）【複数 m=行】 

オファー側が共通プロファイル Common-Mini（音声コーデックとして G.711μ-law、映像コーデックとして

MPEG-4 ビデオの Simple Profile Level 0（SP@L0））をオファーに設定し、アンサー側がオファーされた共通

プロファイル Common-Mini を受け入れる場合の SDP 設定例を示す。 

 

［オファー］ 

音声コーデックとして G.711μ-law をメディア種別 audio の m=行に、映像コーデックとして MPEG4 ビデ
オの SP@L0 をメディア種別 video の m=行に、それぞれ設定する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 5004 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000  
a=ptime:20 
m=video 5006 RTP/AVP 96 
b=AS:48 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=8;config=000001b008000001b50900000100000001200086c4007a82c
2090a21※ 
a=framerate:15 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 

 

［アンサー］ 

オファーされたプロファイルを受け入れるため、オファーと同一のメディア能力をアンサーに設定す
る。 
 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 5028 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5030 RTP/AVP 96 
b=AS:48 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=8;config=000001b008000001b50900000100000001200086c4007a82c
2090a21※ 
a=framerate:15 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 

 

 － 43 － ＪＪ－９０．２６ 



ii.2.2. 共通プロファイル Common-SD（MPEG4 + G.711μ-law）【複数 m=行】 

オファー側が共通プロファイル Common-SD（音声コーデックとして G.711μ-law、映像コーデックとして

MPEG-4 ビデオの Simple Profile Level 4a（SP@L4））をオファーに設定し、アンサー側がオファーされた共通

プロファイル Common-SD を受け入れる場合の SDP 設定例を示す。 

 

［オファー］ 

音声コーデックとして G.711μ-law をメディア種別 audio の m=行に、映像コーデックとして MPEG4 ビデ
オの SP@L4a をメディア種別 video の m=行に、それぞれ設定する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5040 RTP/AVP 96 
b=AS:2000 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=4;config=000001B004000001B509000001010000012100C48D8800F51
4043C1463※ 
a=framerate:30 

 

※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
 

［アンサー］ 

オファーされたプロファイルを受け入れるため、オファーと同一のメディア能力をアンサーに設定す
る。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 5028 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5030 RTP/AVP 96 
b=AS:2000 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=4;config=000001B004000001B509000001010000012100C48D8800F51
4043C1463※ 
a=framerate:30 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
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ii.2.3. 共通プロファイル Common-HD（H.264 + AAC-LC）【複数 m=行】 

オファー側が共通プロファイル Common-HD（音声コーデックとして AAC-LC、映像コーデックとして

H.264 の Baseline Profile Level 3.1）をオファーに設定し、アンサー側がオファーされた共通プロファイル

Common-HD を受け入れる場合の SDP 設定例を示す。 

 

［オファー］ 

音声コーデックとして AAC-LC をメディア種別 audio の m=行に、映像コーデックとして H.264 Baseline 
profile Level 3.1 をメディア種別 video の m=行に、それぞれ設定する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 98 
b=AS:384 
a=rtpmap:98 MP4A-LATM/90000 
a=fmtp:98 profile-level-id=41;object=2;bitrate=192;config=400023203fc0※ 
a=ptime:20 
m=video 30000 RTP/AVPF 108 
b=AS:6000 
a=rtpmap:108 H264/90000 
a=fmtp:108 profile-level-id=42c01f※ 
a=rtcp-fb:108 ccm fir 
a=framerate:30 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 

 

［アンサー］ 

オファーされたプロファイルを受け入れるため、オファーと同一のメディア能力をアンサーに設定す
る。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 5028 RTP/AVP 98 
b=AS:384 
a=rtpmap:98 MP4A-LATM/90000 
a=fmtp:98 profile-level-id=41;object=2;bitrate=192;config=400023203fc0※ 
a=ptime:20 
m=video 5030 RTP/AVPF 108 
b=AS:6000 
a=rtpmap:108 H264/90000 
a=fmtp:108 profile-level-id=42c01f※ 
a=rtcp-fb:108 ccm fir 
a=framerate:30 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
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ii.3. 複数プロファイル同時オファー（複数 m=行） 

本節では、オファー側が複数のプロファイルを同時にオファーし、アンサー側が 1 つのプロファイルを選

択するオファー／アンサーのうち、オファーの m=行が複数で、かつ複数コーデックが設定される場合の SDP

例を記載する。 

なお、G.722 および G.711μ-law については、利用帯域の設定値が網ポリシーにより指定される場合の例を

記載する。 

 

付表 ii-3／JJ-90.26   SDP 設定例一覧（複数プロファイル同時オファー／複数 m=行） 
No シーケンス名 オファー アンサー 備考 

1 

端末固有プロファイル 
（G.722 + MPEG4（SP@L4a）） 
を選択 
【複数 m=行】 

端末固有プロファイル 
（G.722 + 
MPEG4（SP@L4a）） 

＋ 
共通プロファイル 
Common-SD 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L4a）） 

端末固有プロファイル 
（G.722 + 
MPEG4（SP@L4a）） 

ii.3.1 

2 

端末固有プロファイル 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L4a）低フレームレート） 
を選択 
【複数 m=行】 

端末固有プロファイル
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L4a） 
15fps） 

＋ 
共通プロファイル 
Common-SD 
（G.711μ-law 
MPEG4（SP@L4a） 
30fps） 

端末固有プロファイル 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L4a） 
15fps） 

ii.3.2 

 

なお、SDP の各設定例は付図 ii-1 のシーケンスを前提としている。「オファー」は付図 ii-1 における F1 の

SIP 信号の、「アンサー」は付図 ii-1 における F3 の SIP 信号の SDP 部分である。 
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ii.3.1. 端末固有プロファイル（G.722 + MPEG4）を選択【複数 m=行】 

オファー側は端末固有プロファイル（G.722 +MPEG4（SP@L4a））と共通プロファイル Common-SD

（G.711μ-law +MPEG4（SP@L4a））を同時にオファーし、アンサー側は共通プロファイル Common-SD を選

択しアンサーに設定する場合の SDP 設定例を示す。 

 

［オファー］ 

音声コーデックとして G.722 と G.711μ-law をメディア種別 audio の m=行に、映像コーデックとして
MPEG4 ビデオの SP@L4a をメディア種別 video の m=行に、それぞれ設定する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 9 0 
a=rtpmap:9 G722/8000 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5040 RTP/AVP 96 
b=AS:2000 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=4;config=000001B004000001B509000001010000012100C48D8800F51
4043C1463※ 
a=framerate:30 

 

※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
 

［アンサー］ 

端末固有プロファイルを選択する。音声コーデックとしては G.722 を、映像コーデックとしてはオファ
ーと同一のメディア能力をアンサーに設定する。 

 
v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 5028 RTP/AVP 9 
a=rtpmap:9 G722/8000 
a=ptime:20 
m=video 5030 RTP/AVP 96 
b=AS:2000 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=4;config=000001B004000001B509000001010000012100C48D8800F51
4043C1463※ 
a=framerate:30 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
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ii.3.2. 端末固有プロファイル（低フレームレート）を選択【複数 m=行】 

オファー側が端末固有プロファイル（Common-SD と同様であるがフレームレートが 15fps と低い）と、共

通プロファイル Common-SD（音声コーデックとして G.711μ-law、映像コーデックとして MPEG-4 ビデオの

Simple Profile Level 4a（SP@L4a）、フレームレートとして 30fps）を同時にオファーし、アンサー側が端末固

有プロファイル（低フレームレート）を選択しアンサーに設定する場合の SDP 設定例を示す。 

ただし、本節に示すような低フレームレートの端末固有プロファイルを設定することは、3.2.2節及び4.1.2.4

節に記載するように推奨されない。 

［オファー］ 

音声コーデックとして G.711μ-law をメディア種別 audio の m=行に、映像コーデックとして MPEG4 ビデ
オの SP@L4a をメディア種別 video の m=行に、それぞれ設定する。 
フレームレートは共通プロファイルの 30fps と端末固有プロファイルの 15fps のうち、より高い 30fps
を設定する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5040 RTP/AVP 96 
b=AS:2000 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=4;config=000001B004000001B509000001010000012100C48D8800F51
4043C1463※ 
a=framerate:30 

 

※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
 

［アンサー］ 

端末固有プロファイルを選択する。メディア種別 video の a=framerate 行は、端末固有プロファイルの
15fps を設定する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 5028 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5030 RTP/AVP 96 
b=AS:2000 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=4;config=000001B004000001B509000001010000012100C48D88007D1
4043C1463※ 
a=framerate:15 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
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ii.4. 再発呼 

本節では、オファーに対し Warning コードが設定された 488 応答を受信し、オファー側が再発呼を行う場

合の SDP 設定例を記載する。なお、G.722 および G.711μ-law については、利用帯域の設定値が網ポリシーに

より指定される場合の例を記載する。 

 

付表 ii-4／JJ-90.26   SDP 設定例一覧（再発呼） 
No シーケンス名 オファー 再発呼 備考 

1 

ネットワークプロトコルの
不一致 
（IPv6 のネゴシエーション
失敗後の再発呼） 

端末固有プロファイル 
（ 共 通 プ ロ フ ァ イ ル
Audio-STD と 同 様
G.711μ-law であるがネット
ワークプロトコルが IPv6） 

共通プロファイル 
Audio-STD 
（G.711μ-law） 

ii.4.1 

2 

トランスポートプロトコル
の不一致 
（RTP/AVPF のネゴシエーシ
ョン失敗後の再発呼） 

共通プロファイル 
Common-HD 
（AAC-LC + 
H.264／RTP/AVPF 利用）） 

端末固有プロファイル 
（AAC-LC + 
H.264／RTP/AVP 利用）） 

ii.4.2 

3 メディア種別の不一致 
（m=video 削除後の再発呼） 

共通プロファイル 
Common-Mini 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L0）） 

共通プロファイル 
Audio-STD 
（G.711μ-law） 

ii.4.3 

4 
コーデックの不一致 
（映像コーデック変更後の
再発呼） 

共通プロファイル 
Common-HD 
（AAC-LC + 
H.264） 

共通プロファイル 
Common-SD 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L4a）） 

ii.4.4 

5 
コーデックの不一致 
（音声コーデック変更後の
再発呼） 

端末固有プロファイル 
（G.722） 

＋ 
共通プロファイル 
Audio-STD 
（G.711μ-law・ 
telephone-event） 

共通プロファイル 
Audio-STD 
（G.711μ-law・ 
telephone-event） 

ii.4.5 

6 コーデックの不一致 
（帯域変更後の再発呼） 

共通プロファイル 
Common-SD 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L4a） 
2Mbps） 

共通プロファイル 
Common-Mini 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L0） 
48Kbps） 

ii.4.6 

7 
帯域不足 
（帯域のネゴシエーション
失敗後の再発呼） 

共通プロファイル 
Common-SD 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L4a） 
2Mbps） 

共通プロファイル 
Common-Mini 
（G.711μ-law + 
MPEG4（SP@L0） 
48Kbps） 

ii.4.7 
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ii.4.1. ネットワークプロトコルの不一致 

共通プロファイル Audio-STD と同様 G.711μ-law であるがネットワークプロトコルが IPv6 を利用する端末

固有プロファイルのオファーに対し、アンサー側から Warning コード 301 が設定された 488 応答を受信した

ため、オファー側が IP バージョンとして IPv4 を利用する共通プロファイル Audio-STD で再発呼する場合の

SDP 設定例を示す。 

なお、「オファー」は付図 ii-2 の F1 の SIP 信号の、「再発呼オファー」は付図 ii-2 の F7 の SIP 信号の、「ア

ンサー」は付図 ii-2 の F9 の SIP 信号の SDP 部分である。網のポリシーにより、アンサー側が IPv6 に対応し

ていない場合には網が IPv6 のオファーを送信しない場合は、付図 ii-2 の F2、F3、F5 は存在しない。 
 

 
 

［オファー］ 

IP バージョンとして IPv6、音声コーデックとして G.711μ-law をメディア種別 audio の m=行に設定する。 
 

v=0 
o=- 0 0 IN IP6 2001:db8:1234:5678:acde:48ff:fe01:2345 
s=- 
c=IN IP6 2001:db8:1234:5678:acde:48ff:fe01:2345 
t=0 0 
m=audio 6716 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 

 

［再発呼オファー］ 

Warning コード 301 が設定された 488 応答を受信したため、オファー側は IPv6 が受け入れられなかった
と判断する。オファー側は IP バージョンに関して低い能力である IPv4 を利用するプロファイルとして、
共通プロファイル Audio-STD に対応しているため、Audio-STD をオファーする。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 0 

オファー側 
端末 

アンサー側 
端末 

IPv4： 192.0.1.1 
IPv6： 2001:db8:1234:5678:acde:48ff:fe01:2345 

F1: INVITE（オファー） 

付図 ii-2／JJ-90.26 再発呼（ネットワークプロトコルの不一致）のシーケンス 

網 
 

F2: INVITE（オファー） 

IP： 192.0.2.2 

F3: 488 Warning: 301 F4: 488 Warning: 301 
F5: ACK 

F6: ACK 

F7: INVITE 
（再発呼オファー） 

F8: INVITE 
（再発呼オファー） 
F9: 200 OK 
（アンサー） 

F10: 200 OK 
（アンサー） 
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a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 

 

［アンサー］ 

アンサー側は再発呼オファーを受け入れ、オファーと同一のメディア能力（IPv4）をアンサーに設定す
る。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 30000 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
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ii.4.2. トランスポートプロトコルの不一致 

トランスポートプロトコルとして RTP/AVPF を利用する共通プロファイル Common-HD のオファーに対し、

アンサー側から Warning コード 302 が設定された 488 応答を受信したため、オファー側がトランスポートプ

ロトコルが RTP/AVP の端末固有プロファイルで再発呼する場合の SDP 設定例を示す。 

ただし、本節に示すように、共通プロファイルとコーデック等の条件が同様であるが低い能力のトランス

ポートプロトコルを利用する端末固有プロファイルを設定することは、3.2.3.2節に記載するように推奨され

ない。 

なお、「オファー」は付図 ii-3 の F1 の SIP 信号の、「再発呼オファー」は付図 ii-3 の F7 の SIP 信号の、「ア

ンサー」は付図 ii-3 の F9 の SIP 信号の SDP 部分である。 

 

 

 

 

［オファー］ 

共通プロファイル Common-HD を設定する。映像のトランスポートプロトコルとして RTP/AVPF を設定
する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 98 
b=AS:384 
a=rtpmap:98 MP4A-LATM/90000 
a=fmtp:98 profile-level-id=41;object=2;bitrate=192;config=400023203fc0※ 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 30000 RTP/AVPF 108 
b=AS:6000 
a=rtpmap:108 H264/90000 
a=fmtp:108 profile-level-id=42c01f※ 
a=rtcp-fb:108 ccm fir 
a=framerate:30 

 

オファー側 
端末 

アンサー側 
端末 

IP： 192.0.1.1 

F1: INVITE（オファー） 

付図 ii-3／JJ-90.26 再発呼（トランスポートプロトコルの不一致）のシーケンス 

網 
 

F2: INVITE（オファー） 

IP： 192.0.2.2 

F3: 488 Warning: 302 F4: 488 Warning: 302 
F5: ACK 

F6: ACK 

F7: INVITE 
（再発呼オファー） 

F8: INVITE 
（再発呼オファー） 
F9: 200 OK 
（アンサー） 

F10: 200 OK 
（アンサー） 
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※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 

 

［再発呼オファー］ 

Warning コード 302 が設定された 488 応答を受信したため、オファー側は RTP/AVPF が受け入れられな
かったと判断する。オファー側はトランスポートプロトコルに関して低い能力である RTP/AVP を利用
する端末固有プロファイルをオファーする。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 98 
b=AS:384 
a=rtpmap:98 MP4A-LATM/90000 
a=fmtp:98 profile-level-id=41;object=2;bitrate=192;config=400023203fc0※ 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 30000 RTP/AVP 108 
b=AS:6000 
a=rtpmap:108 H264/90000 
a=fmtp:108 profile-level-id=42c01f※ 
a=rtcp-fb:108 ccm fir 
a=framerate:30 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 

 

［アンサー］ 

オファーされたプロファイルを受け入れるため、オファーと同一のメディア能力をアンサーに設定す
る。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 5028 RTP/AVP 98 
b=AS:384 
a=rtpmap:98 MP4A-LATM/90000 
a=fmtp:98 profile-level-id=41;object=2;bitrate=192;config=400023203fc0※ 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5030 RTP/AVP 108 
b=AS:6000 
a=rtpmap:108 H264/90000 
a=fmtp:108 profile-level-id=42c01f※ 
a=rtcp-fb:108 ccm fir 
a=framerate:30 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
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ii.4.3. メディア種別の不一致 

共通プロファイル Common-Mini のオファーに対し、アンサー側から Warning コード 304 が設定された 488

応答を受信したため、オファー側が共通プロファイル Audio-STD で再発呼する場合の SDP 設定例を示す。 

なお、「オファー」は付図 ii-4 の F1 の SIP 信号の、「再発呼オファー」は付図 ii-4 の F7 の SIP 信号の、「ア

ンサー」は付図 ii-4 の F9 の SIP 信号の SDP 部分である。 

 

 
 

［オファー］ 

共通プロファイル Common-Mini をオファーするため、音声コーデックとして G.711μ-law、映像コーデ
ックとして MPEG4 ビデオの SP@L0 を設定する。 

 
v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 5028 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5030 RTP/AVP 96 
b=AS:48 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=8;config=000001b008000001b50900000100000001200086c4007a82c
2090a21※ 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 

 

［再発呼オファー］ 

Warning コード 304 が設定された 488 応答を受信したため、オファー側はメディア種別 video の m=行が
受け入れられなかったと判断する。オファー側はメディア種別 video を利用しない、より低い能力のプ
ロファイルである共通プロファイル Audio-STD をオファーする。 

 

v=0 

オファー側 
端末 

アンサー側 
端末 

IP： 192.0.1.1 

F1: INVITE（オファー） 

付図 ii-4／JJ-90.26 再発呼（メディア種別の不一致）のシーケンス 

網 
 

F2: INVITE（オファー） 

IP： 192.0.2.2 

F3: 488 Warning: 304 F4: 488 Warning: 304 
F5: ACK 

F6: ACK 

F7: INVITE 
（再発呼オファー） 

F8: INVITE 
（再発呼オファー） 
F9: 200 OK 
（アンサー） 

F10: 200 OK 
（アンサー） 
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o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 30000 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 

 

［アンサー］ 

アンサー側は再発呼オファーを受け入れ、オファーと同一のメディア能力をアンサーに設定する。 
 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
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ii.4.4. コーデックの不一致（映像コーデック変更後の再発呼） 

共通プロファイル Common-HD のオファーに対し、アンサー側から Warning コード 305 が設定された 488

応答を受信したため、オファー側が共通プロファイル Common-SD で再発呼する場合の SDP 設定例を示す。 

なお、「オファー」は付図 ii-5 の F1 の SIP 信号の、「再発呼オファー」は付図 ii-5 の F7 の SIP 信号の、「ア

ンサー」は付図 ii-5 の F9 の SIP 信号の SDP 部分である。 

 

 
 

［オファー］ 

共通プロファイル Common-HD をオファーするため、音声コーデックとして G.711μ-law、映像コーデッ
クとして H.264 Baseline profile Level 3.1 を設定する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 30000 RTP/AVP 108 
b=AS:6000 
a=rtpmap:108 H264/90000 
a=fmtp:108 profile-level-id=42c01f※ 
a=framerate:30 

 

※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 

 

［再発呼オファー］ 

Warning コード 305 が設定された 488 応答を受信したため、オファー側はコーデック種別 H.264 にアン
サー側が対応していないものと判断し、H.264 よりも低い能力である MPEG4 を利用する共通プロファ
イル Common-SD をオファーする。 

 

v=0 

オファー側 
端末 

アンサー側 
端末 

IP： 192.0.1.1 

F1: INVITE（オファー） 

付図 ii-5／JJ-90.26 再発呼（コーデックの不一致／コーデック変更）のシーケンス 

網 
 

F2: INVITE（オファー） 

IP： 192.0.2.2 

F3: 488 Warning: 305 F4: 488 Warning: 305 
F5: ACK 

F6: ACK 

F7: INVITE 
（再発呼オファー） 

F8: INVITE 
（再発呼オファー） 
F9: 200 OK 
（アンサー） 

F10: 200 OK 
（アンサー） 
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o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5040 RTP/AVP 96 
b=AS:2000 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=4;config=000001B004000001B509000001010000012100C48D8800F51
4043C1463※ 
a=framerate:30 

 

※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
 

［アンサー］ 

アンサー側は再発呼オファーを受け入れ、オファーと同一のメディア能力をアンサーに設定する。 
 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 5028 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5030 RTP/AVP 96 
b=AS:2000 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=4;config=000001B004000001B509000001010000012100C48D8800F51
4043C1463※ 
a=framerate:30 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
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ii.4.5. コーデックの不一致（音声コーデック変更後の再発呼） 

端末固有プロファイル（G.722）と共通プロファイル Audio-STD の同時オファーに対し、アンサー側から

Warning コード 305 が設定された 488 応答を受信したため、オファー側が共通プロファイル Audio-STD のみ

で再発呼する場合の SDP 設定例を示す。 

なお、シーケンス及び「オファー」「再発呼オファー」「アンサー」の指す信号はii.4.4節と同一とする。 
 

［オファー］ 

端末固有プロファイル（G.722）と共通プロファイル Audio-STD を同時オファーするため、音声コーデ
ックとして G.722 と G.711μ-law をメディア種別が音声の m=行に設定する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 9 0 
a=rtpmap:9 G722/8000 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 

 

［再発呼オファー］ 

Warning コード 305 が設定された 488 応答を受信したため、アンサー側はオファーされた G.722 と
G.711μ-law のいずれにも対応していない可能性がある。 
しかし、音声端末であれば共通プロファイル Audio-STD に対応していない可能性は低く、「本来は
G.711μ-law による通信能力を有しているが、G.722 が併記されているため 488 応答を返した」と判断し、
4.3.1節に従い G.722 を利用する端末固有プロファイルを外し、共通プロファイル Audio-STD のみのオフ
ァーで再発呼する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 

 

［アンサー］ 

アンサー側は受信したオファーに端末固有プロファイルが併記されておらず、共通プロファイル
Audio-STD のみのオファーであることから、再発呼オファーを受け入れ、オファーと同一のメディア能
力をアンサーに設定する。 
 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 5028 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
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ii.4.6. コーデックの不一致（帯域変更後の再発呼） 

共通プロファイル Common-SD のオファー（映像が MPEG4 の 2Mbps）に対し、アンサー側から Warning

コード 305 が設定された 488 応答を受信したため、オファー側が共通プロファイル Common-Mini（映像が

Common-SD と同じく MPEG4 であるが帯域が 48Kbps）で再発呼する場合の SDP 設定例を示す。 

なお、シーケンス及び「オファー」「再発呼オファー」「アンサー」の指す信号はii.4.4節と同一とする。 

 

［オファー］ 

共通プロファイル Common-SD をオファーするため、音声コーデックとして G.711μ-law、映像コーデッ
クとして MPEG4（SP@L4a）の 2Mbps を設定する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5040 RTP/AVP 96 
b=AS:2000 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=4;config=000001B004000001B509000001010000012100C48D8800F51
4043C1463※ 
a=framerate:30 

 

※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 

 

［再発呼オファー］ 

Warning コード 305 が設定された 488 応答を受信したため、オファー側は Common-SD の 2Mbps の帯域
にアンサー側が対応していないものと判断し、より低い能力である Common-Mini（48Kbps）を利用す
る共通プロファイル Common-Mini をオファーする。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 5004 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5006 RTP/AVP 96 
b=AS:48 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=8;config=000001b008000001b50900000100000001200086c4007a82c
2090a21※ 
a=framerate:15 

 

※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
 

［アンサー］ 

オファーされたプロファイルを受け入れるため、オファーと同一のメディア能力をアンサーに設定す
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る。 
 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 5028 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000  
a=ptime:20 
m=video 5030 RTP/AVP 96 
b=AS:48 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=8;config=000001b008000001b50900000100000001200086c4007a82c
2090a21※ 
a=framerate:15 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
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ii.4.7. 帯域不足 

共通プロファイル Common-SD のオファー（映像が MPEG4 の 2Mbps）に対し、Warning コード 370 が設定

された 488 応答を受信したため、オファー側が共通プロファイル Common-Mini（映像が Common-SD と同じ

く MPEG4 であるが帯域が 48Kbps）で再発呼する場合の SDP 設定例を示す。 

なお、「オファー」は付図 ii-6 の F1 の SIP 信号の、「再発呼オファー」は付図 ii-6 の F4 の SIP 信号の、「ア

ンサー」は付図 ii-6 の F6 の SIP 信号の SDP 部分である。 

 

 

 

［オファー］ 

共通プロファイル Common-SD をオファーするため、音声コーデックとして G.711μ-law、映像コーデッ
クとして MPEG4（SP@L4a）の 2Mbps を設定する。 

 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 6040 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5040 RTP/AVP 96 
b=AS:2000 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=4;config=000001B004000001B509000001010000012100C48D8800F51
4043C1463※ 
a=framerate:30 

 

※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 

 

［再発呼オファー］ 

Warning コード 370 が設定された 488 応答を受信したため、オファー側は Common-SD の 2Mbps の帯域
を網が確保できなかったものと判断し、より低い帯域である Common-Mini（48Kbps）を利用する共通
プロファイル Common-Mini をオファーする。 

オファー側 
端末 

アンサー側 
端末 

IP： 192.0.1.1 

F1: INVITE（オファー） 

付図 ii-6／JJ-90.26 再発呼（帯域不足）のシーケンス 

網 
 

IP： 192.0.2.2 

F2: 488 Warning: 370 

F3: ACK 

F4: INVITE 
（再発呼オファー） 

F5: INVITE 
（再発呼オファー） 
F6: 200 OK 
（アンサー） 

F7: 200 OK 
（アンサー） 
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v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.1.1 
s=- 
c=IN IP4 192.0.1.1 
t=0 0 
m=audio 5004 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5006 RTP/AVP 96 
b=AS:48 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=8;config=000001b008000001b50900000100000001200086c4007a82c
2090a21※ 
a=framerate:15 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 

 

［アンサー］ 

オファーされたプロファイルを受け入れるため、オファーと同一のメディア能力をアンサーに設定す
る。 
 

v=0 
o=- 0 0 IN IP4 192.0.2.2 
s=- 
c=IN IP4 192.0.2.2 
t=0 0 
m=audio 5028 RTP/AVP 0 
a=rtpmap:0 PCMU/8000 
a=ptime:20 
m=video 5030 RTP/AVP 96 
b=AS:48 
a=rtpmap:96 MP4V-ES/90000 
a=fmtp:96 profile-level-id=8;config=000001b008000001b50900000100000001200086c4007a82c
2090a21※ 
a=framerate:15 

 
※ a=fmtp 行等の SDP の設定内容は付属資料 aに従う。 
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ii.5. フォールバック順序の例 

本節では、複数のプロファイルにサポートする端末が、受信した 488 応答の Warning コードに応じてフォ

ールバックする例を示す。 

 

付表 ii-5／JJ-90.26   フォールバック順序の例 
No シーケンス名 プロファイル 備考 

1 
端末固有プロファイル×1 と
共通プロファイル（映像×
11・音声×1） 

• 端末固有プロファイル（広帯域 HD 映像） 
• NGN 映像共通プロファイル（Common-HD） 
• NGN 音声共通プロファイル（Audio-STD） 

ii.5.1 

2 共通プロファイル（映像×
2・音声×1） 

• NGN 映像共通プロファイル（Common-SD） 
• NGN 映像共通プロファイル（Common-Mini） 
• NGN 音声共通プロファイル（Audio-STD） 

ii.5.2 

3 
端末固有プロファイル×1 と
共通プロファイル（映像×
3・音声×1） 

• 端末固有プロファイル（広帯域 HD 映像） 
• NGN 映像共通プロファイル（Common-HD） 
• NGN 映像共通プロファイル（Common-SD） 
• NGN 映像共通プロファイル（Common-Mini） 
• NGN 音声共通プロファイル（Audio-STD） 

ii.5.3 
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ii.5.1. 端末固有プロファイル×1 と共通プロファイル（映像×1） 

1 つの端末固有プロファイルと、1 つの共通プロファイル（Common-HD）を有する端末のフォールバック

順序を付図 ii-7 に示す。 

端末固有プロファイルは、共通プロファイル Common-HD と同様、映像コーデックに H.264 を、音声コー

デックに AAC-LC を使用するが、映像帯域をより広帯域な 10Mbps とし映像を高品質化している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通プロファイル Common-HD 
映像：H.264 6Mbps 
音声：AAC-LC 

端末固有プロファイル 
映像：H.264 10Mbps 
音声：AAC-LC 

開始 

端末固有プロファイル 
（端末固有の発展的な機能を使用） 

共通プロファイル 
（相互接続性を担保） 

370 / 305 / Warning コードなし 

任意の Warning コード 
または Warning コードなし 

接続不可 数値は Warning コード 
図中に記載のないコードを受信した場合は「接続不可」へ 

※ 

［IPv6 RTP/AVPF］ 

付図 ii-7／JJ-90.26 フォールバック動作（端末固有プロファイル×1 と共
通プロファイル（映像×1）） 

304 / 302 / 301 / 300 
① 

② 

［IPv6 RTP/AVPF］ 
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ii.5.2. 共通プロファイル（映像×2・音声×1） 

3 つの共通プロファイル（Common-SD・Common-Mini・Audio-STD）を有する端末のフォールバック順序

を付図 ii-8 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通プロファイル Common-SD 
映像：MPEG4 2Mbps 
音声：G.711µ-law 

共通プロファイル Common-Mini 
映像：MPEG4 48Kbps 
音声：G.711µ-law 

開始 

共通プロファイル Audio-STD 
音声：G.711µ-law 

304 

接続不可 
数値は Warning コード 
図中に記載のないコードを受信した場合は「接続不可」へ 

※ 

付図 ii-8／JJ-90.26 フォールバック動作（共通プロファイル（映像×2・
音声×1）） 

共通プロファイル 
（相互接続性を担保） 

③ 

② 

① 

370 / 305 / Warning コードなし 

370 / 305 / Warning コードなし 

任意の Warning コード 
または Warning コードなし 

［IPv4 RTP/AVP］ 

［IPv4 RTP/AVP］ 

［IPv4 RTP/AVP］ 
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ii.5.3. 端末固有プロファイル×1 と共通プロファイル（映像×3・音声×1） 

1 つの端末固有プロファイルと、4 つの共通プロファイル（Common-HD・Common-SD・Common-Mini・

Audio-STD）を有する端末のフォールバック順序を付図 ii-9 に示す。 

端末固有プロファイルは、共通プロファイル Common-HD と同様、映像コーデックに H.264 を、音声コー

デックに AAC-LC を使用するが、映像帯域をより広帯域な 10Mbps とし映像を高品質化している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通プロファイル Common-HD 
映像：H.264 6Mbps 
音声：AAC-LC 

共通プロファイル Common-SD 
映像：MPEG4 2Mbps 
音声：G.711µ-law 

共通プロファイル Common-Mini 
映像：MPEG4 48Kbps 
音声：G.711µ-law 

端末固有プロファイル 
映像：H.264 10Mbps 
音声：AAC-LC 

開始 

端末固有プロファイル 
（端末固有の発展的な機能を使用） 

共通プロファイル 
（相互接続性を担保） 

共通プロファイル Audio-STD 
音声：G.711µ-law 

304 

302 / 301 / 300 

接続不可 
数値は Warning コード 
図中に記載のないコードを受信した場合は「接続不可」へ 

※ 

付図 ii-9／JJ-90.26 フォールバック動作（端末固有プロファイル×1 と共
通プロファイル（映像×3・音声×1）） 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

370 / 305 / Warning コードなし 

370 / 305 / Warning コードなし 

370 / 305 / Warning コードなし 

370 / 305 / Warning コードなし 

任意の Warning コード 
または Warning コードなし 

［IPv6 RTP/AVPF］ 

［IPv6 RTP/AVPF］ 

［IPv4 RTP/AVP］ 

［IPv4 RTP/AVP］ 

［IPv4 RTP/AVP］ 
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